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人口と開発//目次扉・スケッチ天王寺公園のお花見パフォーマンス

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
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巻
頭
言
／
国
際
協
力
Ｉ
人
口
保
健
医
療

◇
ｎ
世
紀
、
環
境
は
人
類
を
支
え
う
る
か

●
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
中
国
へ
高
齢
化
視
察
団
を
派
遣

◇
中
国
高
齢
化
事
情
視
察
報
告
ｌ

経
済
社
会
発
展
の
光
と
影

◇
複
合
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
都
市
化
と
高
齢
化
問
題
店
田
廣
文
辺

●
ｌ
「
国
際
労
働
力
移
動
」
の
理
解
を
深
め
よ
う
ｌ

Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
常
任
委
員
会
会
議
開
催

●
国
際
女
性
の
日
に
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
来
日

新
成
人
一
五
一
一
万
人
／
秋
田
で
保
育
料
が
三
人
欲
し
い
が
二
人
ま
で

ダ
ダ
／
失
業
率
五
・
五
％
最
悪
に
並
ぶ
／

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

〆
、
了
う
に
Ｊ
Ｒ
ノ
、
て
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ノ
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ｊ
Ａ
ゲ
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ｒ
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ｒ
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Ｈ
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Ｆ
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ｒ
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、
ｆ
う
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ノ
、
／
う
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ノ
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、
く
／
、
ｒ
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、
Ｅ
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、
ノ
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〆
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二
○
○
一
年
九
月
の
国
連
総
会
で
ミ
レ

ニ
ァ
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
が
発
表

さ
れ
、
国
際
社
会
が
協
調
し
て
取
り
組
む

べ
き
目
標
が
定
め
ら
れ
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

は
極
度
な
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
平
等
の
推
進
と
女
性
の
地
位
向
上
、

乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
、
妊
産
婦
の
健
康

の
改
善
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
阻

止
な
ど
、
’
九
九
四
年
の
国
際
人
口
開
発

会
議
と
そ
の
後
に
続
く
会
議
で
合
意
さ
れ

た
目
標
の
大
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
事
は
広
範
に
わ
た
る
開
発
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
多
様
な
人
口
関

連
課
題
を
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。

人
口
問
題
は
所
謂
「
ク
ロ
ス
カ
ッ
テ
イ

ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ー
（
分
野
横
断
的
課
題
）
」

で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み
に
は
保
健
医
療

分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
経
済
・
社
会
開
発
、

巻
〆
頭
・
言

ｉ
ｌ
Ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ

教
育
、
貧
困
問
題
、
女
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
不
平
等
な
ど
セ
ク
タ
ー
の
壁
を
超
え
た

多
岐
な
分
野
に
わ
た
り
、
総
合
的
・
長
期

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
我
が
国
は
平

和
を
愛
す
る
国
際
国
家
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
に
よ
り
人

口
関
連
分
野
の
協
力
に
お
い
て
、
多
年
に

わ
た
り
世
界
最
大
の
援
助
国
と
し
て
国
際

社
会
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
し
て
そ
の
成
果
と
し
て
人
口
関
連
指

標
の
改
善
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
み
な
ら

ず
、
多
く
の
友
好
国
を
つ
く
り
、
ま
た
国

際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
発
言
力
の
増

大
に
繋
が
っ
た
事
実
が
あ
る
。
今
我
が
国

に
お
い
て
は
経
済
・
財
政
苦
境
に
鑑
み
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
大
幅
削
減
を
求
め
る
声
が
あ
る

が
、
そ
う
な
れ
ば
人
口
分
野
協
力
に
も
影

響
が
及
び
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
水
泡
に

帰
す
恐
れ
も
な
し
と
し
な
い
。

地
球
上
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う

に
人
造
り
・
国
造
り
の
途
上
に
あ
る
国
も

あ
る
。
同
国
で
は
乳
幼
児
死
亡
率
が
高
く
、

厳
し
い
自
然
界
の
猿
の
赤
ち
ゃ
ん
と
ほ
ぼ

同
じ
の
二
百
／
千
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ｒ
ｈ
Ｆ
、
グ
、
少
、
ゲ
ー
、
〆
、
〆
、
〃
、
〃

〆
、
グ
Ｑ
グ
ミ
ゴ
も
ゲ
、
〆
、
ｆ
１
Ｆ
１
ｒ
、
ノ
、
〃
、
〃
、
〃
、
ノ
ミ
ノ
Ⅲ
ノ
四
Ｊ

ま
た
、
妊
産
婦
死
亡
率
も
千
七
百
／
十
万

人
で
六
十
件
の
出
産
で
一
人
の
女
性
が
死

亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
地
球
号

の
乗
組
員
と
し
て
到
底
看
過
し
え
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
大
幅
削
減
は
妥
当
と
は
言
え
ず
、

逆
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
大
幅
削

減
は
日
本
が
孤
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
日

本
の
自
滅
を
選
ぶ
こ
と
に
通
じ
か
ね
な
い

と
危
倶
し
て
い
る
。

人
口
関
連
分
野
の
国
際
協
力
は
、
い
ま

や
世
界
一
の
「
健
康
大
国
」
と
な
っ
た
我

が
国
の
国
際
責
務
で
あ
り
、
そ
の
経
験
を

活
か
し
て
比
較
優
位
の
中
で
国
際
社
会
に

貢
献
で
き
る
数
少
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一

つ
で
あ
る
。

私
は
二
十
一
世
紀
こ
そ
す
べ
て
の
人
に

優
し
い
世
紀
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
が
、
世
界
の
平
和
と
安
定
、
そ
し
て

日
本
に
対
す
る
国
際
社
会
の
信
頼
は
そ
の

先
に
必
ず
見
え
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
。
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轍
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倒
測
剰
Ⅷ
蝋
剰
剰
勲
剰
灘
轍
鰯
馴
一
彌
爾
剰
剰
鮒
副
劉
剰
、
Ⅷ
剰
胤
風
封
鞠
刈
蝋
蝋
刊
剰
剛
ご
川
圏
刊
国
，

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
塞
串
鴬
研
究
科
埋
隷
腰

刎
ロｎ

現
代
文
明
に
未
来
は
あ
る
か

こ
の
課
題
は
「
現
代
文
明
に
未
来
は
あ
る

か
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

現
代
文
明
と
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
明

の
流
れ
を
く
む
西
欧
文
明
と
そ
の
一
種
の
ア

メ
リ
カ
文
明
で
あ
る
。

麺
、■■

＝二

jHヒ
ー，

〆

＃

鱗裳

出
Ⅶ
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「
自
然
環
境
と
の
関
連
か
ら
現
代
文
明
の
歴

史
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
未
来
は
危
う

い
。人
類
と
は
地
球
環
境
に
ひ
と
り
大
き
な
負

担
を
か
け
て
い
る
〃
特
殊
な
存
在
〃
で
あ
る

■
１
Ｆ

当
早
忌
Ⅲ

＝ ｜
』
『『率》

~童_蓼蕊謬一一一
▽え
う
る
か

－－

￣

つ置
こ
と
を
歴
史
に
学
び
、
そ
の
振
る
舞
い

露
を
改
め
な
い
限
り
」
。

蕊
一
九
九
五
年
度
版
の
環
境
白
書
は
胃

る
劫
頭
で
そ
の
よ
う
に
警
告
し
て
い
る
。

倖
率
文
明
論
に
力
点
を
置
く
こ
の
異
色
の

鞠
環
境
白
書
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
社
会
ル
ー

鱸
ル
と
な
る
「
環
境
基
本
法
」
と
「
環
境

麺
基
本
計
画
」
の
根
本
の
考
え
方
を
明
ら

橇
か
に
す
る
た
め
政
府
、
各
省
庁
が
合
意

礼
の
う
え
で
編
集
さ
れ
た
。

導
「
自
然
と
人
間
が
共
生
す
る
」
「
経
済

』
ｂ、

姉
の
仕
組
み
を
循
環
型
に
改
め
る
」
「
誰
も

刈
が
環
境
保
護
に
参
加
す
る
社
会
へ
」
。
そ

ァ
し
て
「
国
際
環
境
協
力
を
盛
ん
に
す
る
」

こ
と
が
、
基
本
法
と
計
画
の
四
つ
の
目
標
で

あ
る
。
強
制
や
規
制
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
目

標
に
近
づ
く
こ
と
は
難
し
い
。
社
会
の
各
分

野
、
一
人
ひ
と
り
が
「
人
類
と
は
有
限
な
資

源
と
環
境
を
際
限
な
く
消
費
し
、
人
口
を
著

し
く
増
や
し
て
、
生
態
系
に
負
担
を
か
け
て

や
ま
な
い
〃
地
球
の
お
荷
物
〃
」
で
あ
る
。
そ

馬



２１世紀、環境は人類を支えうるか

う
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
、
環
境
の
危
機
を
克

服
す
る
道
が
始
ま
る
の
だ
、
と
白
書
は
訴
え

て
い
る
。

白
書
が
批
判
す
る
現
代
文
明
の
傾
向
と
は
、

「
拡
大
の
基
調
」
で
あ
る
。

自
国
の
森
林
を
切
り
尽
く
し
た
ロ
ー
マ
は
、

イ
タ
リ
ア
、
ガ
リ
ア
、
イ
ベ
リ
ア
、
北
ア
フ

リ
カ
、
小
ア
ジ
ア
な
ど
他
国
を
征
服
す
る
こ

と
で
木
材
を
ま
か
な
っ
た
。

ペ
ス
ト
流
行
か
ら
立
ち
直
っ
た
十
六
世
紀

の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
食
糧
と
森
林
資
源
の

不
足
を
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
陸
を
始
め
世
界
中
に
求
め
た
。

「
だ
が
、
今
世
界
全
体
に
拡
大
し
た
現
代
文

明
は
、
地
球
と
い
う
制
約
を
こ
れ
ま
で
の
拡

大
の
基
調
で
の
り
こ
え
る
こ
と
は
で
き
な
く

●原剛くばら･たけし〉
1938年台湾生まれ

く現職>早稲田大学大学院アジア太平洋研

究科教授、毎日新聞社東京本社客

員編集委員、全国地球温暖化防止

活動推進センター共同議長

〈学歴>早稲田大学法学部卒業

〈職歴>毎日新聞社社会部副部長、同社科

学部長、同社論説委員、米国園行

東西センター客員研究員、北欧地

域社会研究所(スウェーデン)客員

研究員

く主な著醤〉「ザ・クジラ｣1983年文真堂、

「東京改造｣1989年学陽書房、「新地

球環境読本｣-21世紀への提言-1992

年福武書店、「日本の農業｣1994年

岩波醤店、「農から環境を考える」

2001年集英社、ほか著審多数

気
温
の
上
昇
に
よ
り
予
測
さ
れ
る
海
水
位

上
昇
の
影
響
が
各
地
で
現
れ
つ
つ
あ
る
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
政
府
は
、
デ
ュ
ー

ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
島
に
住
む
約
二
千
人
の

島
民
が
、
海
水
位
の
上
昇
で
居
住
域
が
侵
食

さ
れ
、
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
本
島

の
イ
ー
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
テ
ン
島
へ
移

住
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

ｎ
発
生
し
始
め
た
温
暖
化
難
民

な
っ
た
」
と
、
白
書
は
「
見
え
て
き
た
資
源

と
環
境
の
限
界
」
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

事
実
、
人
口
の
激
増
、
砂
漠
化
な
ど
を
食
い

止
め
よ
う
と
協
定
や
条
約
が
相
次
ぎ
作
ら
れ

て
い
る
の
は
そ
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

ガ
レ
ッ
タ
環
礁
の
約

二
千
人
も
同
様
な
危

険
に
さ
ら
さ
れ
、
本

島
へ
避
難
す
る
よ
う

勧
告
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
政
府
が
そ

の
費
用
を
支
出
で
き

な
い
た
め
、
住
民
た

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
．

ち
は
動
き
が
と
れ
な
い
で
い
る
。

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
一
一
○
○
｜
年
に
発
表
し
た
第
三

次
報
告
書
に
よ
る
と
、
地
球
の
平
均
気
温
は

十
九
世
紀
末
以
降
○
・
四
～
○
・
八
℃
上
昇

し
、
平
均
海
面
水
位
は
過
去
百
年
間
に
＋
～

二
十
華
上
昇
し
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
と

り
わ
け
南
太
平
洋
の
小
島
し
ょ
諸
国
の
海
域

で
は
、
’
九
○
○
年
か
ら
二
○
○
○
年
ま
で

の
間
に
、
海
面
水
位
が
毎
年
一
～
｜
・
五
ミ
リ

の
割
合
で
上
昇
し
た
、
と
警
告
し
て
い
る
。

さ
ら
に
一
九
九
○
年
か
ら
二
一
○
○
年
ま
で

に
、
地
球
の
平
均
地
上
気
温
は
一
・
四
～
五
・

八
℃
上
昇
し
、
海
面
水
位
は
九
～
八
十
八
莚

上
昇
す
る
、
と
報
告
書
は
予
測
し
て
い
る
。

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
に
脅
か
さ
れ
な

が
ら
、
二
○
五
○
年
に
は
人
口
八
十
九
億
人

技
術
革
新
の
役
割
も
大
量
生
産
、
大
量
廃
棄

を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
生
産
と
消
費
の
在

り
方
を
持
続
可
能
な
も
の
に
変
え
て
い
く
も

の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
白
書
は
分
析

し
て
い
る
。

■■■■■■■■■■
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学
者
た
ち
は
見
通
し
て
い
る
。

果
た
し
て
現
代
文
明
は
、
「
地
球
と
い
う
制

約
」
を
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
文
明
以
来
の
「
拡

大
の
基
調
」
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

環
境
白
書
の
疑
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済

不
安
の
い
ま
、
社
会
は
内
外
で
「
拡
大
の
基

調
」
へ
の
傾
斜
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
他
方
で

温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
生
物
の
種
の

多
様
性
の
減
少
、
砂
漠
化
を
防
ぐ
条
約
は
「
地

球
と
い
う
制
約
」
を
証
明
し
、
東
ア
ジ
ア
で

は
酸
性
雨
防
止
協
定
が
緊
急
の
課
題
と
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
石
油
、
石
炭
の
消
費
量
は
、

中
国
が
一
例
だ
が
、
増
え
続
け
て
い
る
。
工

業
化
の
著
し
い
途
上
国
が
排
出
す
る
二
酸
化

炭
素
（
岬
）
の
量
は
、
一
一
○
一
○
年
ご
ろ
に

は
現
在
の
先
進
工
業
国
全
体
の
排
出
量
に
等

し
く
な
る
、
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

経
済
学
が
ほ
と
ん
ど
視
野
の
外
に
置
い
て

き
た
、
し
か
し
産
業
の
維
持
基
盤
で
あ
る
空

へ
。
は
る
か
大
空
に
は
巨
大
な
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

環
境
破
壊
と
技
術
文
明
の
発
展
が
、
二
十

一
世
紀
に
は
と
も
に
頂
点
へ
近
付
く
、
と
科

・
気
や
水
、
士
や
森
林
な
ど
の
環
境
資
源
は
、

国
際
条
約
が
示
す
よ
う
に
、
す
で
に
危
機
的

な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
条
約
の
効

果
は
、
南
北
の
対
立
と
資
金
不
足
か
ら
期
待

多
く
の
途
上
国
で
は
増
え
続
け
る
一
方
、

工
業
先
進
国
で
は
、
静
止
か
ら
減
少
に
転
じ

だ
し
た
人
口
動
態
を
、
と
り
わ
け
食
糧
と
の

関
連
で
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
（
表

１
）
。
「
食
糧
の
限
度
に
よ
っ
て
、
人
口
増
殖

は
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
過
程
で
貧

困
と
罪
悪
が
拡
大
す
る
」
と
、
マ
ル
サ
ス
が

「
人
口
論
」
で
指
摘
し
て
、
お
よ
そ
一
一
百
年
と

な
る
今
、
否
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
〃
マ
ル

サ
ス
の
亡
霊
〃
が
再
び
地
球
を
う
ろ
つ
き
始

め
た
の
で
は
な
い
か
。

文
明
の
生
態
史
観
で
知
ら
れ
る
梅
棹
忠
夫
・

前
国
立
民
俗
学
博
物
館
長
は
、
筆
者
の
こ
の

よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
て

い
る
。

ｌ
科
学
技
術
が
発
展
し
た
の
で
食
糧

や
人
口
の
問
題
は
解
決
し
た
と
い
う
考
え
方

マ
ル
サ
ス
は
亡
霊
で
は
な
い

で
き
そ
う
に
な
い
。
現
状
の
ま
ま
で
は
産
業

文
明
の
進
展
と
環
境
破
壊
の
拡
大
、
深
化
が

表
一
袰
の
関
係
に
あ
る
の
だ
。

は
楽
観
的
過
ぎ
る
。
事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻

に
な
る
だ
ろ
う
。

増
え
る
人
口
へ
の
食
糧
供
給
は
大
変
な
問

題
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
類
が
過
去
何
千
年
間

や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
限
り
あ
る
自
然
資
源

の
食
い
つ
ぶ
し
だ
っ
た
。
今
も
開
発
は
確
実

に
自
然
を
破
壊
し
続
け
、
多
く
の
地
域
で
は

農
業
が
地
力
を
吸
い
つ
く
し
つ
つ
あ
る
。
途

上
国
の
多
く
の
都
市
で
は
ス
ラ
ム
化
が
進
行

中
だ
。
汚
れ
た
水
、
名
ば
か
り
の
住
ま
い
、

交
通
混
乱
、
失
業
の
増
加
、
犯
罪
の
多
発
、

途
上
国
の
多
く
の
大
都
市
が
す
で
に
混
乱
状

態
、
崩
壊
の
兆
し
を
呈
し
て
い
る
。
巨
大
な

人
口
に
ど
う
や
っ
て
職
を
与
え
、
メ
シ
を
食

わ
せ
る
の
か
。
ど
こ
か
で
必
ず
行
き
詰
ま
る
。

暴
動
、
貧
民
の
反
乱
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
口
の
動
態
は
、
文
明
の
現

|■■■■■■■■
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２１世紀、環境は人類を支えうる力

〔表１〕人口の見通し

象
と
し
て
ど
う
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ｌ
生
態
史
観
風
に
言
え
ば
人
口
の
増

減
も
ま
た
文
明
の
サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
遷
移
）

の
一
過
程
と
い
え
る
。
そ
れ
は
植
物
の
自
然

推
移
に
よ
く
似
て
い
る
。
あ
る
地
域
で
は
増

え
過
ぎ
て
衰
退
へ
向
か
う
。
崩
壊
に
至
る
前

（資料）国連「WorldPopulationProspectsl992J 崩
壊

こは明こ移シサかけは明社念とけ物せ象のに
ろそとる￣ヨクなにめに会をいる学るを増至

Ui窪彗支撞曇辨iji溌宴脅曇藤圭曼鬚鳥

ｎ
先
進
国
に
食
糧
を
依
存
す
る
途
上
国

食
料
の
需
給
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
人

口
、
所
得
、
そ
し
て
一
人
当
た
り
の
食
料
消

費
量
だ
。

人
口
は
中
国
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
で

引
き
続
き
大
幅
に
増
加
し
続
け
て
い
る
。

｜
人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
、
中
国
、
東

ア
ジ
ア
を
中
心
に
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

開
発
途
上
国
の
一
人
当
た
り
食
料
消
費
量

は
、
経
済
成
長
を
反
映
し
て
増
加
傾
向
に
あ

る
。特
に
畜
産
物
の
消
費
量
は
、
所
得
の
向
上

に
伴
い
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
畜

産
物
消
費
量
の
増
加
は
、
飼
料
用
の
穀
物
需

要
を
飛
躍
的
に
増
や
す
と
見
ら
れ
る
。

今
後
の
農
業
生
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
三
つ

の
要
因
と
し
て
収
穫
面
積
、
反
収
、
環
境
問

部
分
的
な
崩
壊
を
つ
く
ろ
い
な
が
ら
再
編
成

さ
れ
て
い
く
も
の
だ
。
森
林
の
遷
移
で
は
ク

リ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
（
気
候

的
極
相
）
が
そ
の
安
定
し
た
姿
だ
が
、
人
間

社
会
の
場
合
は
何
が
ク
リ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
か
分
か
ら
な
い
。
お
お
む
ね

題
の
動
向
が
あ
げ
ら
れ
る
。

穀
物
の
収
穫
面
積
は
穏
や
か
な
増
加
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
人
口
増
の
た
め
一
人
当
た

り
で
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。
世
界
全
体

で
は
環
境
へ
の
配
慮
や
生
産
の
過
剰
基
調
を

背
景
に
、
先
進
国
で
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て

い
る
。

穀
物
生
産
の
増
加
は
、
主
と
し
て
反
収
の

向
上
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
が
、
反
収

の
伸
び
は
次
第
に
鈍
化
し
つ
つ
あ
る
。

先
進
国
で
は
灌
概
面
積
は
横
ば
い
で
推
移

し
、
肥
料
の
投
入
量
は
環
境
汚
染
対
策
か
ら

減
る
傾
向
に
あ
る
。
開
発
途
上
国
で
は
灌
概

面
積
及
び
肥
料
投
入
量
は
と
も
に
増
加
し
て

い
る
が
、
灌
概
施
設
へ
の
実
質
投
資
額
は
財

政
難
と
貿
易
自
由
化
に
よ
る
安
価
な
農
産
物

相
当
す
る
の
は
、
気
候
に
合
っ
た
穀
物
を
基

盤
に
人
間
社
会
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
だ
。

日
本
の
場
合
に
は
水
田
稲
作
を
極
相
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
換
金
作
物
を
ベ
ー
ス
に
社
会
が
営

ま
れ
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
は
小
麦

と
牛
乳
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。

I■■■■■■■■■
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人口（百万人）

1990年 2000 2010 2025

1990年＝100

2000 2010 2025

世界全体 5,295 6,228 7,150 8,472 118 135 160

先進地域

開発途｣二地域
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〔表２〕気候変化に伴う2100年のアジア各国の農業生産の変化の推計

輸
入
と
に
よ
り
減
少
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。農
業
に
よ
る
環
境
破
壊
も
著
し
い
。
世
界

の
各
地
域
で
不
適
切
な
灌
概
管
理
、
肥
料
の

多
投
入
、
過
剰
放
牧
な
ど
に
よ
る
土
壌
劣
化

や
砂
漠
化
が
進
ん
で
い
る
。

－：現在、生産がほとんど行われていない地域

…：生産がほとんど行われていないが、将来に熱帯性栽培種が生産可能な地域

出典：ＡＩＭ（国立環境研究所、名古屋大学）

ｎ
世
界
の
食
料
需
給
は
ど
う
な
る
か

窒
素
肥
料
が
地
下
水
を
汚
染
す
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
で
は
、
し
ば
し
ば
反

収
減
を
と
も
な
う
環
境
保
全
型
農
業
へ
切
り

換
え
が
進
ん
で
い
る
。

収
穫
面
積
、
反
収
の
伸
び
な
ど
の
生
産
・

消
費
を
決
定
す
る
要
因
が
従
来
ど
お
り
で
あ

る
場
合
（
現
状
維
持
シ
ナ
リ
オ
）
、
穀
物
の
国

際
価
格
は
横
ば
い
か
、
若
干
強
含
み
で
推
移

す
る
と
み
ら
れ
る
。

環
境
問
題
が
悪
化
し
、
灌
概
な
ど
の
農
業

基
盤
の
整
備
が
停
滞
し
て
、
今
ま
で
の
よ
う

に
単
収
の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、
生
産
の
伸

び
が
鈍
化
す
る
場
合
（
生
産
制
約
シ
ナ
リ
オ
）
、

将
来
の
穀
物
の
国
際
価
格
は
上
昇
す
る
と
農

林
省
は
み
て
い
る
。
確
か
な
こ
と
は
、
多
く

の
開
発
途
上
国
で
は
今
後
、
人
口
増
加
、
所

得
水
準
の
向
上
に
よ
る
畜
産
物
消
費
の
増
加

か
ら
、
穀
物
の
需
要
が
生
産
を
上
回
る
速
度

で
増
え
て
、
先
進
国
へ
の
食
糧
の
依
存
が
一

層
強
ま
る
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
食
料
不
足
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
異
常
気
象
に
加
え
、

気
温
と
降
水
量
の
変
化
を
も
た
ら
せ
、
農
業

生
産
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
懸
念
さ
れ
て
い

る
（
表
２
）
。

確
保
し
な
が
ら
、
人
口
問
題
へ
の
総
合
的
な

取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

「
食
糧
の
限
度
に
よ
っ
て
人
口
増
殖
は
停
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
過
程
で
貧
困
と
罪

悪
が
拡
大
す
る
」
。
マ
ル
サ
ス
が
「
人
口
論
」

二
七
九
八
年
）
で
指
摘
し
て
か
ら
二
百
年
目

の
い
ま
、
否
定
さ
れ
た
き
た
〃
マ
ル
サ
ス
の

亡
霊
〃
が
再
び
地
球
を
う
ろ
つ
き
始
め
る
兆

し
が
で
て
い
る
。

穀
物
生
産
で
最
も
憂
慮
さ
れ
る
の
は
水
不

足
だ
。
世
界
の
穀
倉
地
帯
で
水
資
源
の
酷
使

の
た
め
に
地
下
水
位
が
下
が
り
、
中
国
の
黄

河
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
コ
ロ
ラ
ド
川
の

水
は
、
河
口
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
断

流
現
象
を
ま
ね
い
て
い
る
。
都
市
の
水
需
要

が
優
先
さ
れ
て
、
農
業
用
水
は
細
り
つ
つ
あ

る
。
そ
れ
も
穀
物
の
減
収
を
引
き
起
こ
す
だ

ろ
う
。

■■■■■■■■■■■
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国名
現在と比較した2100年の増加率％

米 冬小麦 春小麦 ﾄウモロコシ モロコシ ｷャッサバ ジャガノモ

バングラデシュ ３ －８７ －５

ブータン 161 －４０ －３８ －１６ １ －９

中国 1０ －１５ －２１ －４０ －５４ 2８ －７

インド －３

５５

５ －３９

インドネシア －２ －７ －１１

日本 ３

Ｐ
０ －３ －５１ ９ －７

北朝鮮 ０ －１９ －６ －７０ －８７ －６

韓国 －３ －１３ －４ －７

ネパール －４ －５２ －２２ －２９

タイ －４ －２４

ベトナム 0 －１３



生
態
農
業
の
主
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
装
置

大
興
県
ｅ
菖
信
８
員
昌
）
留
民
営
（
旨
ョ
ご
冨

弓
晨
甥
）
は
北
京
市
郊
外
三
十
キ
ロ
に
位
置
し
、
耕

地
面
積
百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
戸
数
一
一
百
四
十
、

人
口
八
百
六
十
二
人
の
村
で
あ
る
。
’
九
八

一
年
、
北
京
環
境
院
教
授
で
チ
ー
フ
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
下
有
生
氏
が
中
心
と
な
っ
て
指
導
、

生
態
農
業
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

’
九
九
七
年
に
は
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
五
○
○
賞
を
受
賞
、
そ

の
実
績
を
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
生
態
農
業

の
モ
デ
ル
村
と
な
っ
た
。

九
六
年
ま
で
に
、
さ
ら
に
五
百
二
十
人
の

専
門
家
が
自
発
的
に
参
加
し
、
村
民
と
と
も

に
留
民
営
の
生
態
農
業
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

、早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
で

筆
者
が
主
宰
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
〈
環
境
と
持
続
可
能
な
発
展
〉
で
は
、

同
じ
課
題
を
研
究
し
て
い
る
北
京
大
学
大

学
院
の
葉
文
虎
教
授
の
協
力
を
得
て
、
農

業
と
環
境
か
ら
中
国
社
会
の
持
続
可
能
性

を
検
証
す
る
現
地
調
査
を
こ
の
三
年
間
続

け
て
き
た
。

中
国
に
見
る
持
続
可
能
な
農
業
生
産
と
人
口
ｌ
’

を
支
え
て
き
た
。
生
産
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
か

ら
着
手
、
構
造
改
革
を
進
め
、
栽
培
業
、
養

殖
業
、
加
工
業
、
観
光
業
の
四
つ
の
産
業
か

ら
な
る
生
産
集
団
に
成
長
し
た
。
養
殖
業
は
、

ニ
ワ
ト
リ
十
万
羽
、
牛
百
頭
、
豚
五
千
頭
、

魚
も
養
殖
し
て
い
る
。
栽
培
業
は
野
菜
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
飼
料
用
の
穀
物
の
小
麦
と
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
合
わ
せ
て
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

耕
作
し
て
い
る
。
工
業
は
九
○
年
代
に
入
っ

て
急
成
長
し
、
現
在
八
つ
の
新
鋭
工
場
を
村

が
経
営
し
て
い
る
。
食
糧
・
飼
料
の
加
工
工

場
、
北
京
ダ
ッ
ク
の
加
工
工
場
、
車
の
部
品

生
産
（
車
の
排
気
ガ
ス
を
浄
化
す
る
部
品
）
、

豆
の
加
工
業
な
ど
で
あ
る
。
観
光
業
は
東
京

自
然
の
生
態
系
と
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、

人
口
圧
力
と
食
糧
生
産
の
課
題
、
す
な
わ

ち
〈
持
続
可
能
な
社
会
〉
に
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。
ア
ジ
ア
の
途
上
国
が
総

じ
て
直
面
し
て
い
る
問
題
へ
の
説
得
力
あ

る
取
組
み
の
例
と
し
て
、
中
国
政
府
が
力

を
い
れ
て
い
る
「
生
態
農
業
」
の
現
場
を

紹
介
し
た
い
。
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で
も
第
一
級
と
い
え
る
宿
泊
施
設
を
備
え
る
。

巨
大
な
ホ
テ
ル
を
核
に
、
北
京
市
民
を
顧
客

と
し
た
滞
在
型
グ
リ
ー
ン
ッ
ー
リ
ズ
ム
を
営

ん
で
い
る
。

生
態
農
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
、
メ
タ
ン

ガ
ス
と
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
て
い
る
。

主
力
の
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
装
置
は
、
八
○
年

代
は
じ
め
、
各
家
庭
ご
と
の
小
規
模
の
も
の

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
設
計
に
よ
る
大
型

設
備
に
切
り
換
え
た
。

年
間
三
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
メ
タ
ン
ガ

ス
に
よ
り
、
二
百
四
十
戸
分
の
電
力
と
各
工

場
の
使
用
電
力
を
賄
っ
て
い
る
。
発
電
後
の

残
津
は
良
質
な
有
機
肥
料
に
。
農
産
物
の
質
、

量
が
向
上
し
、
留
民
営
は
北
京
市
内
の
緑
色

食
品
の
有
機
、
無
農
薬
栽
培
生
産
基
地
に
な
っ

て
い
る
。

八
○
年
代
に
は
二
百
五
十
ト
ン
だ
っ
た
年
間

の
化
学
肥
料
の
使
用
量
が
、
一
九
九
九
年
は

七
十
ト
ン
に
減
っ
た
。
各
家
庭
は
精
華
大
学
の

設
計
に
よ
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
温
水

器
装
置
を
取
り
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

や
り
方
で
、
農
民
は
環
境
に
負
荷
を
か
け
る

こ
と
な
く
、
太
陽
光
と
メ
タ
ン
ガ
ス
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

（暇

ガスを抜かれた排せつ物は、堆肥として畑に戻され絶品料理に（写真はいずれも留民営で筆者撮影）
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２１世紀、環境は人類を支えうるか

一
九
九
九
年
、
留
民
営
の
総
生
産
額
は
一
・

三
億
元
（
一
元
は
十
五
円
）
に
達
し
た
。
｜

人
当
た
り
の
居
住
平
均
面
積
は
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
と
、
北
京
市
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
。

経
済
力
の
向
上
に
よ
り
、
福
祉
と
労
働
環
境

が
整
備
さ
れ
、
学
校
、
銀
行
、
郵
便
局
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
充
実
し
、
農
民
の
環
境
意

識
は
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
間
の
資
金
は
北

京
市
と
中
央
政
府
か
ら
の
補
助
に
農
業
銀
行

か
ら
の
融
資
、
さ
ら
に
合
弁
会
社
を
つ
く
り

香
港
か
ら
資
本
を
導
入
し
て
い
る
。

村
民
の
連
帯
意
識
も
一
段
と
強
ま
り
、
品

種
改
良
、
土
壌
改
良
に
め
ざ
ま
し
い
成
果
を

上
げ
た
。
生
態
農
業
を
安
定
し
て
続
け
る
こ

と
で
、
例
え
ば
計
画
出
産
に
よ
い
影
響
が
み

ら
れ
る
。

’
九
八
○
年
に
八
百
八
十
四
人
だ
っ
た
村

の
人
口
は
、
現
在
八
百
九
十
人
で
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
。
生
活
が
改
善
さ
れ
、
福
祉
が
向

上
し
た
の
で
将
来
へ
の
不
安
が
出
産
減
に
つ

な
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。
生
活
水
準
が
向
上

す
れ
ば
教
育
の
水
準
も
上
昇
し
、
農
民
の
生

活
に
ゆ
と
り
を
も
た
ら
す
。
生
態
農
業
の
経

営
は
、
そ
の
産
物
を
原
料
に
加
工
型
工
場
も

誘
致
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
中
国
農
村

途
上
国
の
総
人
口
は
、
人
口
抑
制
の
国
際

的
努
力
が
予
想
さ
れ
た
と
お
り
に
実
を
結
び
、

増
加
率
が
減
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
世

界
人
口
は
二
○
二
五
年
に
七
十
億
人
を
超
え

る
と
み
ら
る
。
土
壌
や
水
環
境
、
生
態
系
に

負
荷
を
か
け
ず
に
、
飛
躍
的
な
増
収
が
可
能

と
な
る
育
種
、
栽
培
技
術
が
編
み
出
さ
れ
な

い
限
り
、
マ
ル
サ
ス
は
お
蔵
入
り
ど
こ
ろ
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
西
ア
フ
リ
カ
で
の
「
生
態

系
難
民
」
の
発
生
が
示
す
と
お
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
、
ご
回
］
一
言
“
厨
］
冒
日
・
目
」
ｓ
の

８
日
の
円
の
危
険
な
状
態
が
連
続
す
る
こ
と
と
な

ろ
う
。

環
境
基
本
法
が
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
当

面
の
危
機
回
避
策
は
天
然
資
源
、
環
境
資
源

の
消
費
を
極
小
に
抑
え
、
物
質
が
生
態
系
を

ｎ
拡
大
基
調
戒
め
た
ガ
ン
ジ
ー

を
埋
め
る
失
業
者
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
他

地
域
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
四
百
人
ほ
ど

一
雇
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
全
体
で
は
一
人
っ
子
政
策

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
は
毎
年
約
千
四
百

万
人
増
え
続
け
、
二
○
五
○
年
に
十
六
億
人

循
環
し
て
い
く
、
抑
制
の
き
い
た
自
己
完
結

型
の
社
会
へ
切
り
換
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る

声
フ
。同
時
に
、
地
球
規
模
で
人
口
問
題
を
と
ら

え
る
と
き
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
現

代
文
明
の
拡
大
基
調
を
戒
め
る
ガ
ン
ジ
ー
の

言
葉
で
あ
る
。

に
達
し
、
そ
の
後
よ
う
や
く
静
止
人
口
へ
到

る
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
イ
ン
ド
の
人
口
は
十
億
人
に
達
し
、

ま
も
な
く
中
国
人
口
を
上
回
る
。

地
球
は
人
類
に
食
を
与
え

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
人

類
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と

は
で
き
な
い

■■■■■■■■
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鰯、声、
さすが漢字の本家一大勢の入居老人が鮮やかな筆使いで習字に充実したひとときを過ごしていた。

いずれも教科書に出てくるような見事な達筆ばかり

㈱
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
）
は
、
急
速
に
進
む
中
国
の
高
齢
化
事

情
を
視
察
す
る
た
め
昨
年
十
二
月
十
五
日

か
ら
十
九
日
ま
で
清
水
嘉
与
子
・
参
院
議

員
（
元
環
境
相
）
を
団
長
と
す
る
国
会
議

員
四
名
を
北
京
、
西
安
、
上
海
に
派
遣
し

て
現
地
事
情
を
視
察
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
ア
ジ
ア
の
人
ロ
・
開
発

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
毎
年
一
回
、
日

本
か
ら
ア
ジ
ア
の
一
カ
国
を
選
ん
で
国
会

議
員
が
視
察
し
薄
ア
ジ
ア
の
各
国
か
ら
は
、

｜
力
国
の
国
会
議
員
を
日
本
へ
招
き
、
人

口
問
題
の
先
進
国
で
も
あ
る
わ
が
国
の
歩

ん
で
き
た
経
過
、
こ
れ
か
ら
の
問
題
点
な

ど
に
つ
い
て
視
察
し
て
も
ら
い
啓
蒙
す
る

こ
と
が
狙
い
。
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
ロ
基
金
）
と
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ

（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）
の
派
遣
・
受
入
事

業
で
あ
る
。
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ＡＰＤＡが中国へ高齢化視察団を派遣

｝
わ
れ
わ
れ
が
北
京
空
港
に
降
り
立
っ
た
十

一
一
月
十
五
日
は
、
初
雪
が
舞
っ
て
い
た
。
辺

り
は
白
銀
一
色
だ
っ
た
。

さ
す
が
に
人
口
大
国
で
あ
る
。
十
二
月
十

１１Ｉ

｢80歳まであと２年｡世間をあっといわせる特許を考案中です｣と自室で語る楊兆安・退休高
級専家協会教授。右の夫人は元女優

六
日
訪
問
し
た
中
国
民
生
部
の
季
宝
庫
・
副

部
長
（
老
齢
協
会
会
長
）
の
説
明
に
よ
る
と
、

中
国
の
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
は
現
在
、
’

億
三
千
二
百
万
人
。
中
国
総
人
口
の
一
○
・

三
％
、
八
十
歳
以
上
の
超
高
齢
者
が
千
一
一
一
百

万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

高
齢
人
口
は
地
域
間
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る

が
、
上
海
な
ど
の
沿
岸
部
に
多
く
、
上
海
で

は
一
九
八
○
年
代
に
高
齢
化
に
入
っ
た
が
、

奥
地
チ
ベ
ッ
ト
北
部
で
も
一
一
○
一
○
年
に
高

齢
化
に
入
る
と
い
う
。
巨
象
が
高
齢
期
を
迎

え
る
の
で
あ
る
。

中
国
の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
経
済
、

社
会
の
発
展
よ
り
早
い
。
国
民
皆
保
険
、
年

金
を
実
現
し
て
い
な
い
中
国
に
と
っ
て
、
老

人
福
祉
の
充
実
は
何
よ
り
も
切
迫
し
た
緊
急

課
題
で
あ
る
。

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
中
国
政
府
は
二
○

○
三
年
に
は
全
国
に
十
万
人
の
「
老
人
活
動

セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
、
年
金
や
医
療
支
援
、

勉
強
や
社
会
参
加
、
娯
楽
な
ど
の
機
会
を
与

え
る
な
ど
の
幅
広
く
活
動
す
る
こ
と
を
活
動

内
容
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

中
国
で
は
一
九
八
三
年
に
山
東
省
で
老
年

大
学
の
第
一
号
が
誕
生
し
た
。
一
一
○
○
二
年

現
在
、
中
国
老
年
大
学
協
会
の
調
べ
に
よ
る

と
一
万
七
千
六
百
カ
所
に
〃
老
年
大
学
〃
が

設
立
さ
れ
年
金
、
医
療
、
財
政
な
ど
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
が
、
百
七
十
万
人
が
在
籍
し

て
い
る
と
い
う
。
国
民
の
敬
老
、
愛
老
を
徹

底
し
、
老
人
の
精
神
文
化
を
活
発
に
す
る
た

め
老
年
大
学
で
は
書
道
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

絵
画
、
料
理
な
ど
の
講
座
を
設
け
て
い
る
。

一
九
九
六
年
に
は
老
人
の
権
利
を
守
る
「
老

年
人
権
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
、
農
村
で
は

農
民
に
土
地
を
与
え
、
農
業
を
や
め
て
も
生

活
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と
い

ニ
フ
。中
国
の
老
人
文
化
活
動
で
一
番
大
き
な
行

事
は
九
月
九
日
の
「
老
人
の
日
」
。
各
地
で
充

実
し
た
楽
し
い
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

老
人
の
社
会
参
加
に
政
府
は
注
目
し
て
い

る
が
、
老
人
の
知
識
人
（
分
子
）
は
全
国
に

三
千
万
人
。
退
職
し
て
か
ら
も
健
康
で
高
級

レ
ベ
ル
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
人
が
五
百
万

人
も
い
る
と
い
う
。
人
材
は
豊
富
だ
。

中
国
の
定
年
は
男
六
十
歳
、
女
五
十
五
歳

だ
が
若
い
人
が
多
い
の
で
定
年
年
齢
が
簡
単

に
延
び
な
い
ｌ
と
い
っ
た
苦
し
い
事
情
も
聞

い
た
。
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こ
の
と
こ
ろ
政
府
や
党
の
老
人
対
策
が
動

き
出
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
は
「
中
国

老
齢
工
作
委
」
を
作
り
、
二
○
○
○
年
に
は

共
産
党
、
国
務
院
が
高
齢
化
対
策
強
化
を
決

定
。

二
○
○
｜
年
に
は
朱
鋳
基
首
相
の
下
で
、

社
会
経
済
発
展
計
画
の
中
に
五
ヵ
年
計
画
の

高
齢
対
策
強
化
策
を
組
み
込
ん
だ
。

中
国
政
府
は
、
民
生
部
が
中
心
に
な
っ
て
高

齢
化
対
策
の
長
期
目
標
と
し
て
〃
星
の
光
〃

運
動
を
は
じ
め
た
。

〃
星
の
光
〃
運
動
は
、
太
陽
と
月
は
一
つ
だ

が
、
天
空
の
星
は
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
星
の
光
は
明
る
く
な
い
が
、
老

人
は
夕
方
の
太
陽
で
あ
り
、
老
人
事
業
は
朝

の
太
陽
と
位
置
付
け
、
都
市
部
で
は
八
万
カ

所
以
上
、
農
村
部
で
は
五
万
カ
所
以
上
の
〃
星

の
光
の
家
〃
を
作
ろ
う
と
計
画
中
だ
。
事
業

推
進
費
と
し
て
八
十
億
元
か
ら
百
億
元
（
一

千
二
百
億
円
か
ら
一
千
五
百
億
円
）
を
見
込

み
、
政
府
の
老
人
福
祉
対
策
費
の
ほ
か
、
宝

く
じ
や
企
業
か
ら
の
献
金
も
あ
て
こ
ん
で
い

る
。中
国
の
一
高
齢
者
の
生
活
実
態
は
、
子
供
な

ど
と
の
同
居
は
六
六
％
、
老
人
だ
け
の
一
人

暮
ら
し
、
つ
ま
り
孤
老
は
三
四
％
で
、
一
人

暮
ら
し
の
老
人
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ
る
、
と

い
う
。
定
年
後
の
仕
事
と
し
て
は
医
師
、
教

師
、
科
学
、
文
化
系
の
有
識
者
に
政
府
が
宿

泊
費
、
食
費
な
ど
実
費
を
支
払
い
、
季
節
の

良
い
時
期
に
出
張
教
授
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
時
は
夫
婦
同
伴
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
。

老
人
の
生
活
保
障
と
し
て
は
、
年
金
は
一

部
の
公
務
員
な
ど
に
は
支
給
さ
れ
る
が
、
そ

の
他
の
老
人
に
は
六
十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

”
家
族
計
画
進
む
西
安
も
高
齢
化
が
頭
痛
の
タ
ネ
－
６

＋
六
日
夕
刻
、
か
つ
て
の
首
都
映
西
省
西

安
市
に
着
く
。
一
寸
先
が
見
え
な
い
重
苦
し

い
濃
霧
で
視
界
は
僅
か
四
～
五
メ
ー
ト
ル
。

飛
行
場
か
ら
市
内
ま
で
は
約
一
時
間
か
か
る
。

こ
の
時
期
、
〃
濃
霧
〃
は
西
安
の
名
物
だ
そ
う

だ
。
馬
大
謀
・
映
西
省
人
代
常
務
委
副
主
任

が
温
か
く
一
行
を
出
迎
え
て
く
れ
、
歴
史
あ

る
中
華
民
族
発
祥
の
地
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
聞
く
。
西
安
の
一
一
○
○
一
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
八
百
四
十
八
億
元
（
一
兆
二
千
七
百
二
十

億
円
）
、
二
○
○
二
年
に
は
一
気
に
一
一
千
十
億

元
〈
三
兆
百
五
十
億
円
）
に
ふ
え
る
と
い
う
。

地
域
差
は
あ
る
が
、
六
百
六
十
都
市
に
及
び
、

例
え
ば
北
京
、
上
海
な
ど
で
は
千
九
百
六
十

万
人
の
老
人
が
月
三
百
元
（
四
千
五
百
円
）

以
上
の
手
当
を
国
と
地
方
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
。

二
○
○
二
年
に
は
総
支
給
額
が
一
一
十
六
億

元
（
三
百
九
十
億
円
）
、
二
○
○
一
一
一
年
に
は
百

億
元
二
千
五
百
億
円
）
に
達
す
る
、
と
い

ニ
フ
。

躍
進
ぶ
り
が
著
し
い
。

同
省
で
は
重
点
政
策
と
し
て
、
①
畑
を
森

林
に
返
す
②
水
利
・
交
通
事
業
に
力
を
入
れ

る
③
経
済
的
機
構
改
革
を
行
う
④
科
学
技
術
、

教
育
分
野
に
力
を
注
ぐ
ｌ
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
。
現
在
、
同
省
に
あ
る
公
立
大
学
は
四
十

七
校
、
民
（
私
）
大
六
十
六
校
で
科
学
技
術

ス
タ
ッ
フ
が
八
十
五
万
人
も
い
る
。

同
省
は
素
の
兵
馬
桶
な
ど
名
高
い
歴
史
的

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
た
め
一
一
○
○
一
年
の

海
外
か
ら
観
光
客
が
七
十
万
人
以
上
も
訪
れ

た
。
観
光
事
業
の
充
実
も
目
玉
事
業
の
一
つ
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産
に
し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

人
口
面
で
は
、
国
の
政
策
に
従
』

数
は
力
な
り
〃
と
い
っ
た
路
線
を
Ⅲ

も
あ
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で

社
会
に
影
響
が
出
た
。
今
は
家
族

計
画
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
狹
西

省
の
人
口
は
三
千
六
百
五
万
人
、

う
ち
西
安
市
が
七
百
四
十
一
万
人

で
人
口
密
度
が
高
い
。
家
族
計
画

の
面
で
は
、
中
国
全
土
で
も
優
秀

な
方
で
、
一
九
九
六
年
の
出
生
率

は
千
分
の
十
五
・
五
人
だ
っ
た
が
、

二
○
○
○
年
は
千
分
の
十
一
人
と

減
少
し
た
。
人
口
増
加
率
は
千
分

の
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
同
省
で

家
族
計
画
を
実
施
し
な
い
と
さ
ら

に
七
十
万
人
位
が
ふ
え
る
。
家
族

計
画
が
進
め
ば
同
時
に
高
齢
化
が

進
む
こ
と
に
な
り
、
高
齢
化
問
題

が
頭
の
痛
い
課
題
で
あ
る
。

だ
。変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
リ
ン
ゴ
が
美
味

し
い
。
日
本
の
協
力
を
得
て
〃
富
士
〃
の
生

産
が
年
間
五
百
万
ト
ン
に
伸
び
、
同
地
の
名

、
国
の
政
策
に
従
い
〃
人
の

と
い
っ
た
路
線
を
と
っ
た
頃

〃
高
齢
化
対
策
で
も
先
陣
切
る
「
上
海
」

モ
デ
ル
〃
老
人
ホ
ー
ム
〃
は
素
晴
ら
し
い
が
：
…
ｌ
●

上
海
市
民
生
局
を
訪
れ
た
十
八
日
は
雨
が

〃
土
砂
降
り
〃
と
い
う
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
た
。

今
回
の
中
国
高
齢
化
事
情
視
察
団
は
、
北

上海市民政局でレクチャーをうける日本の国議員団

上
海
市
民
生
局
で
は
謝
黎
明
・
副
局
長
が

上
海
の
高
齢
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

謝
副
局
長
は
「
老
齢
問
題
は
世
界
の
三
大

関
心
事
の
一
つ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と

口
火
を
切
っ
た
。

上
海
の
六
十
歳
以
上
の
老
齢
人
口
は
二
百

四
十
六
万
人
、
高
齢
比
率
は
一
八
・
四
％
で
、

中
国
で
最
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
一
九

七
九
年
に
中
国
で
最
初
に
高
齢
化
社
会
に
突

入
し
た
。
平
均
寿
命
は
八
十
歳
に
近
く
、
女

性
が
男
性
よ
り
三
歳
長
生
き
だ
と
い
う
。

上
海
市
の
老
人
人
口
は
二
○
一
一
五
年
に
は

四
百
八
十
万
人
に
な
り
高
齢
化
は
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
。

老
齢
施
設
と
し
て
は
、
四
百
五
十
三
の
老

人
ホ
ー
ム
（
敬
老
院
）
が
あ
り
ベ
ッ
ド
数
は

京
で
は
初
雪
、
西
安
で
は
濃
霧
、
上
海
で
は

土
砂
降
り
と
天
候
で
は
手
荒
い
出
迎
え
を
受

け
た
が
、
各
地
で
出
迎
え
た
人
々
の
〃
心
〃

は
温
か
か
っ
た
。
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二
千
以
上
の
高
層
建
築
が
林
立
す
る
上
海
市
の
近
未
来
の
姿

Ｉ
上
海
都
市
計
画
展
示
館
で
Ｉ

三
万
一
千
床
。
年
間
に
二
千
五
百
か
ら
一
一
一
千

床
を
増
や
し
て
い
る
。

老
齢
者
に
対
す
る
法
整
備
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者
は
都
市
部
で

は
費
用
が
高
い
。
従
っ
て
在
宅
養
老
が
中
心

で
、
農
村
部
で
は
介
護
養
老
に
頼
っ
て
い
る
。

都
市
部
の
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
二
十
四
時
間

の
緊
急
呼
び
出
し
体
制
を
整
備
し
た
り
、
社

会
や
、
個
人
の
力
を
結
集
し
て
全
社
会
参
加

に
よ
る
施
策
を
作
ろ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

す
で
に
四
十
カ
所
に
日
帰
り
用
〃
デ
イ
・
サ
ー

ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
〃
を
作
っ
た
。
巨
大
人
口

を
擁
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
社
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
九
十
万
人
以
上
お
り
、
す
べ
て
の

中
学
生
に
対
し
、
社
会
人
に
な
る
前
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
植
え
つ
け
よ
う
と
、
中
学

で
三
十
時
間
、
高
校
で
六
十
時
間
、
大
学
で

八
十
時
間
を
教
科
に
採
り
入
れ
て
お
り
、
成

績
評
価
に
も
影
響
す
る
と
い
う
。

上
海
の
大
都
市
へ
の
変
ぼ
う
ぶ
り
は
目
を

み
は
る
も
の
が
あ
る
。

上
海
市
は
六
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
一

千
七
百
万
人
の
人
口
を
擁
し
、
経
済
、
金
融
、

運
輸
、
港
湾
を
整
備
し
て
〃
世
界
一
の
大
都

市
〃
構
想
を
目
指
し
て
い
る
。

浦
東
地
区
に
は
一
一
千
を
数
え
る
高
層
ビ
ル

が
林
立
し
、
二
○
’
○
年
に
開
か
れ
る
〃
世

界
博
覧
会
〃
ま
で
に
は
そ
の
偉
容
を
整
え
る

計
画
だ
。

任
文
燕
・
上
海
市
人
代
常
務
委
員
会
副
主

任
と
の
会
見
で
は
、
高
齢
者
対
策
の
た
め
〃
慈

善
基
金
会
〃
を
作
り
、
台
湾
、
香
港
な
ど
の

企
業
を
は
じ
め
一
般
か
ら
募
っ
た
資
金
に
よ

り
三
カ
所
の
福
利
院
を
建
設
中
だ
。

健
康
状
態
が
ま
ず
ま
ず
の
人
と
、
寝
た
き

り
の
重
病
人
と
に
分
け
て
収
容
し
て
い
る
。

任
副
主
任
は
、
高
齢
者
対
策
の
基
本
は
、

病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な
老
人
づ
く
り
に
あ

る
、
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
対
策
で
は
先

進
国
の
日
本
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
、

と
語
っ
て
い
た
。

｜
行
は
、
十
九
日
、
上
海
市
嘉
定
区
南
翔

鎮
に
あ
る
〃
衆
仁
花
苑
〃
を
訪
問
し
た
。

こ
の
老
人
ホ
ー
ム
は
、
上
海
市
慈
善
基
金

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
モ
デ
ル
的
な
豪
華
な

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
。
収
容
人
員
は
二

百
鵜
で
、
食
事
は
自
炊
で
も
専
用
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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、咀旧由計‐びい・…利己‐・」幹餃・》・癌』

巳＝亭女性入居者は､和気あいあい

￣ヘニ'手芸を楽しんでいた

(衆仁花苑で）
〃
豪
華
ホ
ー
ム
の
入
居
費
、
一
ヵ
月
食
費
含
め
て
一
万
一
一
千
円
１
６

入
所
の
条
件
は
、
五
十
五
歳
以
上
の
夫
婦

か
、
独
身
老
人
で
、
一
ベ
ッ
ド
が
千
一
一
百
元

だ
が
半
額
が
国
費
負
担
の
た
め
個
人
負
担
は

一
ヵ
月
六
百
元
（
九

千
円
）
、
食
事
が
レ

ス
ト
ラ
ン
で
と
る

と
一
人
一
ヵ
月
二

百
元
（
三
千
円
）
。

二
十
四
時
間
体
制

で
医
師
が
常
駐
し

て
医
療
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
内
に
は

ダ
ン
ス
や
映
画
鑑

賞
の
で
き
る
ホ
ー

ル
、
ピ
ア
ノ
の
弾

け
る
娯
楽
室
は
じ

め
、
図
書
館
、
書

道
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

手
芸
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
専

蕊ｉ鈍繍：蕊曇
篭隻iii:蕊畷嬢羊

Ⅱ繊血｢J１

用
の
部
屋
が
あ
り
、
習
字
を
し
た
り
、
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
し
た
り
、
思
い
思
い
の
趣
味
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
る
。
レ
ス
ト

ラ
ン
も
あ
る
し
、
ス
ー
パ
ー
も
あ
る
。
日
本

の
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
な
ど
も
売
っ
て
い
た
。

一
室
の
大
き
さ
は
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約

十
八
坪
）
か
ら
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約

三
十
九
坪
）
。
周
囲
の
小
川
で
は
釣
り
も
で
き

る
し
、
環
境
は
静
か
で
全
く
快
適
だ
。

同
地
区
で
は
一
般
家
庭
も
訪
問
し
た
が
、

一
行
が
見
学
し
た
と
こ
ろ
は
大
型
テ
レ
ビ
や

ス
テ
レ
オ
な
ど
も
完
備
し
、
バ
ス
・
ル
ー
ム

も
二
つ
あ
り
、
高
級
感
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

中
国
の
高
齢
化
視
察
議
員
団

清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員

若
林
正
俊
参
議
院
議
員

大
渕
絹
子
参
議
院
議
員

国
井
正
幸
参
議
院
議
員

●
事
務
局
●

広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、

事
務
局
長

遠
藤
正
昭
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
業
務
課
長
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一
平
成
十
四
年
十
一
一
月
十
五
日
か
ら
一
一
十
一

一
日
ま
で
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
主
催
す
る
中
国
高
一

一
齢
化
事
情
の
視
察
団
（
団
長
Ⅱ
Ⅱ
清
水
嘉
与
一

一
千
参
議
院
議
員
）
の
一
員
と
し
て
、
北
京
ｆ

一
西
安
、
上
海
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ｒ■８８６００８１Ｉ０ＩＩＩＩ００００００Ｏ００ＩＩＩＩＩ００００ＤＤ００００８００００ＩＩＩＩ００００９００．０１－」

経
済
社
会
発
展
の
光
と
影

参
議
院
議
員
若
林
正
俊

初
日
（
十
五
日
）
に
中
国
全
人
代
教
育
科

学
文
化
衛
生
委
員
の
胸
西
平
氏
を
表
敬
し
、

夕
食
を
共
に
し
な
が
ら
高
齢
化
の
進
行
、
一

人
っ
子
政
策
、
教
育
制
度
の
現
状
な
ど
忌
樟

の
な
い
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

翌
日
（
十
六
日
）
は
民
生
部
で
、
人
口
増

大
と
高
齢
化
の
進
行
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
中
国
老
年
委
員

〔
そ
の
一
視
察
の
あ
ら
ま
し
〕

会
で
李
宝
庫
副
部
長
と
会
見
し
、
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

中
国
は
、
世
界
の
四
分
の
一
を
占
め
る
巨

大
な
人
口
を
抱
え
、
「
晩
婚
・
晩
育
（
遅
い
結

婚
．
遅
い
出
産
）
」
の
提
唱
や
い
わ
ゆ
る
「
一

人
っ
子
政
策
」
の
実
施
に
よ
り
、
人
口
の
増

加
率
を
抑
制
し
て
き
た
も
の
の
今
な
お
人
口

の
絶
対
的
増
加
が
続
き
、
今
世
紀
半
ば
に
は

十
六
億
人
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
高
齢
化
が
一
層
進
む
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
す
が
、
医
療
、
介
護
、
年
金

等
日
本
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
中
国
も
悩

ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
西
安
に
移
動
し
、
映
西
省
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会
副
主
任
、
馬
大
謀
氏
か

ら
西
部
大
開
発
の
計
画
概
要
や
人
口
政
策
、

老
齢
化
対
策
な
ど
現
地
事
情
の
説
明
を
受
け
、
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意
見
交
換
を
し
ま
し
た
が
、
北
京
、
上
海
の

よ
う
な
大
都
市
部
と
異
な
り
、
農
村
部
は
、

低
所
得
、
失
業
、
若
年
・
中
堅
層
の
出
稼
ぎ

な
ど
で
老
人
介
護
を
は
じ
め
高
齢
化
問
題
は

大
都
市
部
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
深
刻

で
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

翌
日
（
＋
七
日
）
は
世
界
遺
産
の
史
跡
兵

馬
桶
を
見
学
し
、
歴
史
の
重
み
、
中
国
人
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
な
が

ら
、
夕
方
に
は
上
海
に
移
動
し
ま
し
た
。

上
海
で
は
、
上
海
市
民
生
局
を
訪
問
（
十

八
日
）
し
、
謝
黎
明
副
局
長
か
ら
飛
躍
的
に

開
発
、
発
展
を
続
け
て
い
る
上
海
市
の
都
市

計
画
と
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
へ
の
対
応
、

特
に
老
人
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。
社
区
（
地
区
）
単
位

社
区
（
地
区
）
単
位
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
な
ど
の
実

い
運
調
間

房
務
副
事
農
る
の

状
を
伺
い
な
が
ら
、
老
人

と
会
政
口

官
政
務
理
院
あ
本
Ｊ

さ
査
、
人

壷
織
勵
肇
蕊
劉
回
避
医
療
、
介
護
な
ど
の
面
で

ま
調
務
際

．
法
総
国

国
、
官
委
、

し
憲
党
、
｜
、
員
次
術
事
ｗ
軌
》
は
財
政
負
担
な
ど
困
難
な

鑑》》》秘密嶢轤辨鐸》壗曄繩問題に悩んでいること
傷
熱
員
輩
一
一
鑑
鐸
鍍
驫
醗
辮
雍
籠
嬢
山
難
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
特

正
鑑
壗
雍
議
醗
檸
権
蕊
式
驫
嬬
蓉
腱
》
斜
に
、
農
村
部
か
ら
流
入
し

郡鐇》鏥緬露韓辮糯鑪姫轌榊》寵鍵てくる貧困層の扱いに
Ｉ
ｊ

歴
歴

な

●
卵
現
１
く

く
く

学
職

主
苦
慮
し
て
い
る
様
子
で
し

で
老
人
施
設

の
運
営
等
の

活
動
を
す
る

こ
と
、
二
十

四
時
間
緊
急

呼
出
し
の

サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
る

こ
と
、
家
族

に
よ
る
在
宅

養
護
を
中
心

に
し
、
社
区

単
位
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ

た
。そ
の
翌
日
（
十
九
日
）
、
嘉
定
区
南
翔
鎮
の

衆
仁
花
苑
老
人
施
設
（
老
人
ホ
ー
ム
）
を
見

学
し
、
嘉
定
第
一
一
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
老
人
ホ
ー
ム
は
、
上
海
市
慈
善
基
金
会

が
経
営
し
て
い
る
施
設
で
、
二
百
人
を
収
容

し
、
職
員
は
九
十
六
人
（
う
ち
医
者
四
人
）

の
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
豪
華

な
も
の
で
、
麻
雀
室
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
教

養
学
習
室
、
音
楽
室
、
映
画
鑑
賞
室
等
々
い 映西省人代､馬大謀常務委員会副主任から同省の高齢化問題はじ

め行政全般の説明をうける清水団長(左）
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視
察
団
は
、
文
字
通
り
「
熱
烈
歓
迎
」
を

受
け
ま
し
た
。

視
察
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
中
国
全

人
代
の
担
当
者
の
方
々
、
北
京
、
西
安
、
上

海
の
民
生
局
、
老
年
委
員
会
な
ど
行
政
の
責

〔
そ
の
二
視
察
後
に
感
じ
た
こ
と
〕

任
者
の
方
々
は
、
人
口
政
策
、
老
人
対
策
の

仕
組
み
、
現
状
、
課
題
な
ど
を
真
剣
に
、
率

直
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
意
見
交
換

も
で
き
ま
し
た
。
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
群
盲
象
を
撫
で
る
」
の
諺
ど
お

り
、
俔
察
に
よ
っ
て
中
ヨ
の
高
齢
化
問
題
の

き
ま
し
た
。
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
い

と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

か
し
、
「
群
盲
象
を
撫
で
る
」
の
諺
ど
お

視
察
に
よ
っ
て
中
国
の
高
齢
化
問
題
の

の
全
体
像
は
全
く
と
い
っ
て
い
い

幅
ほ
ど
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
日
本
の
書
店
に
は
、
現
代
中

ｊ壼
国
に
関
す
る
本
が
山
の
よ
う
に

繼
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
改
革
・

読
開
放
政
策
以
来
、
社
会
主
義
国

糎
家
論
の
観
念
的
・
閉
鎖
的
な
兄

く長
方
で
は
な
く
、
政
治
・
経
済
・

”
社
会
の
諸
現
象
を
捉
え
て
中
国

葬
の
実
態
を
紹
介
、
分
析
、
解
説

峰
を
す
る
論
文
、
著
作
が
巷
に
氾

Ｉ藤
濫
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

率
な
か
な
か
中
国
社
会
の
実
像
を

熱
明
知
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な

猩
載
い
で
し
ょ
う
か
。

華
い
中
っ
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
こ

ま
｛
）

可
似
れ
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ
り
ま

棒
誌
す
・
現
代
社
会
と
い
う
の
は
、

2０
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古
代
か
ら
の
長
い
歴
史
の
過
程
で
、
思
想
や

哲
学
、
も
の
の
考
え
方
や
人
の
生
き
方
な
ど

が
形
成
さ
れ
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

で
す
か
ら
、
中
国
の
よ
う
に
人
類
が
始
ま
っ

て
以
来
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
広
大
な
地
域

と
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
を
結
合
し
た
国
家
に
つ

い
て
、
そ
の
生
き
て
い
る
社
会
の
実
像
を
知

る
こ
と
は
絶
望
的
で
も
あ
り
ま
す
。
と
り
わ

け
高
齢
化
問
題
は
、
社
会
の
基
底
に
あ
る
人

間
の
生
き
ざ
ま
に
深
く
か
か
わ
る
だ
け
に
、

外
部
か
ら
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
至
難
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
の
難
し
い
問
題
に
取
り
組
み
、
実
態
調

査
を
し
、
取
り
ま
と
め
た
労
作
と
し
て
、
平

成
十
二
年
三
月
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
出
し
た
「
ア

ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化
と
保
健
の
実
態
調
査
報

告
書
‐
中
華
人
民
共
和
国
ｌ
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
報
告
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
「
百

間
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
出
か
け
た
の
が
今

回
の
視
察
で
し
た
。

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
景
気
低
迷
と
株

安
に
あ
え
ぐ
米
国
や
地
価
暴
落
な
ど
バ
ブ
ル

経
済
の
破
綻
か
ら
十
年
た
っ
て
も
不
良
債
権
・

産
業
空
洞
化
・
デ
フ
レ
不
況
か
ら
脱
出
で
き

な
い
日
本
を
尻
目
に
、
中
国
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ

の
加
盟
を
果
た
し
、
国
内
総
生
産
の
伸
び
率
、

工
業
生
産
高
、
貿
易
収
支
な
ど
マ
ク
ロ
の
統

計
上
は
、
「
順
風
満
帆
」
。
今
や
中
国
は
、
世

界
の
経
済
大
国
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
の

勢
い
で
す
。

部
小
平
氏
が
「
二
○
○
○
年
ま
で
に
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
八
○
年
水
準
の
四
倍
に
す
る
」
と
い
っ

た
目
標
は
、
五
年
繰
上
げ
て
達
成
し
、
さ
ら

に
急
成
長
を
続
け
て
い
る
中
国
経
済
は
、
世

界
が
注
目
し
、
近
年
、
先
進
諸
国
の
企
業
が

中
国
に
投
資
を
拡
大
し
、
中
国
は
「
世
界
の

工
場
」
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
今
回
の
視
察
で
北
京
・
上
海

に
行
っ
て
み
る
と
ホ
テ
ル
、
商
店
街
、
高
層

住
宅
な
ど
、
か
つ
て
と
あ
ま
り
に
違
う
繁
栄

ぶ
り
に
目
を
見
張
る
よ
う
で
す
し
、
デ
パ
ー

ト
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
商
品
も
豊
富

で
、
老
若
男
女
の
買
い
物
客
の
服
装
や
表
情

も
明
る
く
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。
中
国

の
経
済
発
展
は
す
ご
い
な
あ
と
実
感
し
ま
し

た
。し
か
し
、
昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
「
や
が
て
中

国
の
崩
壊
が
始
ま
る
」
「
中
国
農
民
の
反
乱
」

『
中
国
、
現
代
化
の
落
と
し
穴
」
な
ど
中
国
経

済
の
成
長
・
発
展
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
疑
問

を
指
摘
す
る
本
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
中
国

社
会
の
光
と
影
と
で
も
い
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。今
回
の
視
察
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
率
直

に
言
え
ば
、
東
部
沿
岸
地
域
の
大
都
市
と
西

部
内
陸
地
域
の
農
村
と
の
所
得
格
差
、
生
活

格
差
が
極
端
に
拡
大
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
農
業
の
低
生
産
性
と
郷
鎮
企
業
の
行
き

づ
ま
り
、
国
有
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ

り
余
剰
労
働
力
、
失
業
が
急
速
に
増
大
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
農

村
戸
籍
・
都
市
戸
籍
と
い
わ
れ
る
戸
籍
制
度

に
よ
り
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
住
に
制
約
が

あ
り
、
都
市
が
発
行
す
る
就
業
許
可
証
の
な

い
ヤ
ミ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
な
ど
の
都
市
へ
の

流
入
が
着
実
に
増
え
て
い
て
都
市
内
部
で
貧

富
の
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
伝
統
的

な
家
族
内
扶
助
、
地
域
内
共
助
の
社
会
シ
ス

テ
ム
が
揺
ら
い
で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

市
場
経
済
の
導
入
に
よ
り
競
争
社
会
に
な
っ

て
き
た
中
国
の
高
齢
化
社
会
で
の
老
人
問
題

に
ど
う
取
り
組
む
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
国

に
と
っ
て
日
本
以
上
に
悩
ま
し
い
深
刻
な
課

題
に
な
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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二
○
○
○
年
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
全
人
口

は
、
約
一
一
一
一
一
○
○
万
人
（
国
土
面
積
三
十
三

万
平
方
キ
ロ
）
で
あ
る
。
’
九
八
一
年
に
就

任
し
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
一
九
九
一

年
に
公
表
し
た
新
開
発
政
策
（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の

中
で
「
ワ
ワ
サ
ン
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
二
○
二
○
」

と
い
う
二
○
二
○
年
ま
で
の
先
進
国
入
り
を

は
じ
め
に

常
■

目
指
す
構
想
を
掲
げ
な
が
ら
、
一
定
の
経
済

成
長
と
い
う
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
を

）
マ
レ
ー
シ
ア
全
人
口
受
け
て
、
経
済
成
長
は
一
時
的
に
急
激
に
減

〈
（
国
土
面
積
三
十
三
速
し
た
も
の
の
、
一
九
九
八
’
一
九
九
九
年

〉
。
｜
九
八
一
年
に
就
の
国
民
総
生
産
の
実
質
成
長
率
は
四
・
三
％

枢
首
相
は
、
一
九
九
一
と
持
ち
直
し
た
よ
う
で
あ
る
。
‐

元
政
策
（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の

一
方
、
最
近
の
人
口
指
標
を
み
る
と
、
｜

ジ
ョ
ン
）
二
○
二
○
」
九
八
○
～
九
○
年
と
一
九
九
○
～
九
九
年
の

壬
で
の
先
進
国
入
り
を
年
平
均
増
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
八
％
と
二
・

五
％
で
あ
る
。
一
九
八
○
年

蕊灘》蝉牙Ⅱ
●
観
檸
住

ら
の
指
標
か
ら
は
、
マ
レ
ー

田
口
■
ジ
ニ
エ
ア
に
お
け
る

、
Ｊ
１
宮

化
口
と
一
員
齢
化
問
題

シ
ア
の
人
口
が
現

在
の
と
こ
ろ
増
加

を
基
調
と
す
る
若

帷燗Ⅶ胤脚譲峨》
つ
も
の
で
あ
り
、
人
口
高
齢
化

慢
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し

五
○
年
に
は
六
十
歳
以
上
人
口

推
計
さ
れ
て
お
り
、
長
期
的
に

化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
：
こ
の
よ

向
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
化
に
と

た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
本

わ
け
高
齢
者
の
生
活
に
と
っ
て
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
、
都
市
化
に
着
目
し
つ

つ
近
年
の
高
齢
化
の
推
移
と
高
齢
者
の
居
住

状
況
の
特
徴
を
捉
え
、
今
後
の
課
題
を
論
ず

る
こ
と
に
す
る
。

の
進
行
は
緩

か
し
、
二
○

が
一
二
％
と

は
人
口
高
齢

う
な
人
口
動

も
な
っ
て
も

稿
で
は
と
り

早稲田大学人間科学部教授

廣文店田
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複合民族国家マレーシアにおける都市化と高齢化問題

表１マレーシアの人口1970年～2000年（単位：人）

マ
レ
ー
シ
ア
は
一
九
六
三
年
に
、
ほ
ぼ
現

在
の
国
士
に
相
当
す
る
、
マ
レ
ー
半
島
の
マ

ラ
ヤ
連
邦
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
後
の
一
九
六

１
，
人
ロ
の
推
移
と
都
市
化

資料：DeparttmentofStatisticsMalaysiaPopulationandHousjngCensusof
Malaysja2000PrelimjnaKyCountReport,October2000

DepartmentofStatisticsMalaysiaPopu/ationandHousjngCensusof

Mabysia2000PDpulaljDnDiStributionandBasjbDemographjb
Characje"stiCajuly2001

表２マレーシアの都市化と都市人口1950年～2030年

五
年
に
分
離
独
立
）
、
お
よ
び
ボ
ル
ネ
オ
島
の

一
部
（
い
わ
ゆ
る
東
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
、

サ
ラ
ワ
ク
両
州
〉
か
ら
な
る
マ
レ
ー
シ
ア
連

邦
と
し
て
成
立
し
た
。
た
だ
し
本
稿
で
は
詳

述
し
な
い
が
、
マ
レ
ー
半
島
と
東
マ
レ
ー
シ

ア
の
間
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
地
域
間

資料 ＵＮ．

(web

(注）

Wbr/dUrbanjzaiionProspects

version）

2010年以降は、推計値。

The2007RevlSion、２００２

題
と
言
わ

れ
る
よ
う

な
社
会

的
・
経
済

的
側
面
に

お
け
る
大

き
な
格
差

が
あ
る
。

マ
レ
ー

シ
ア
連
邦

成
立
以
降

の
人
口
セ

ン
サ
ス
は
、

’
九
七
○

年
、
一
九

八
○
年
、

’
九
九
一

年
、
二
○

○
○
年
の

各
年
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
以
前
に
つ

い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
お
け
る

マ
レ
ー
半
島
に
関
す
る
人
口
デ
ー
タ
を
参
照

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
五
七
年
に
マ
ラ

ヤ
連
邦
と
し
て
独
立
し
た
当
時
の
人
口
を
、

現
在
の
国
士
に
準
じ
て
捉
え
て
み
る
と
、
約

七
百
四
十
万
人
と
な
る
。
そ
の
十
年
前
の
一

九
四
七
年
に
は
約
五
百
八
十
万
人
で
あ
り
、

年
平
均
増
加
率
は
お
よ
そ
二
・
五
％
で
あ
っ

た
。
‐
一
九
七
○
年
か
ら
一
一
○
○
○
年
の
人
口

増
加
率
は
、
表
１
に
よ
れ
ば
二
・
三
％
か
ら

二
・
六
％
の
間
に
あ
っ
て
、
依
然
と
し
て
高

い
増
加
率
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
都
市
化
、

い
わ
ゆ
る
都
市
人
口
の
増
加
は
一
九
六
○
年

代
以
降
に
顕
著
で
あ
る
。
二
○
世
紀
は
じ
め

の
一
九
一
年
に
は
都
市
人
口
率
は
一
○
・

七
％
で
あ
り
、
全
人
口
の
一
割
が
都
市
居
住

で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九

二
一
年
一
四
％
、
’
九
三
一
年
一
五
％
、
一

九
四
七
年
一
九
％
と
着
実
に
増
加
し
、
’
九

五
七
年
の
マ
ラ
ヤ
連
邦
成
立
時
点
に
は
、
全

人
口
の
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
二
七
％
が
都

市
人
口
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
都
市
化
の
推

移
は
表
２
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
二
○

2３

1970年 1980年 1991年 2000年

マレー半島

サバ州

サラワク州

8,826,730

85％

636,431

６％

976,269

９％

1０，９７１，２５７

１

84％

929,299

７％

235,553

９％

14,185,964

８１％

1,734,685

１０％

1,642,771

9％

９９６
の

９９５
①

８１

％
妬
％
肥
％

、
叩
Ｕ
ｊ
４
０
田
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
（
〉
、
】
〕

ｎ
ｘ
Ｕ
９
句
Ⅱ
Ｉ
９

，
く
）
『
Ｉ
Ｉ

ｎ
Ｍ
Ｕ
『
Ｊ
Ｊ

ｎ
ｈ
Ｕ
（
Ⅱ
〉

〔
〃
」
（
ク
ニ

マレーシア

年増加率

10.439,430

100

13,136,109

100％

2.30％

17,563,420

100％

2.64％

23,274,690

100％

2.60％

総人口（千人） 都市化率（％） 都市人口（千人）農村人ロ（千人）

1950年

1960年

1970年

1980年

1990年

2000年

2010年

2020年

2030年

０
０
３
３
５
８
６
８
６

１
４
５
６
４
１
４
０
５

１
１
８
７
８
２
１
６
９

７
ワ
ら
９
●
０
▽
●
可
Ｇ
Ｐ
０
．
■

６
８
０
３
７
２
６
９
２

１
１
１
２
２
２
３

４
６
５
０
８
４
８
６
７

●
●
■
●
ひ
■
■
■
■

０
６
３
２
９
７
３
８
２

２
２
３
４
４
５
６
６
７

６
５
２
７
４
１
６
３
４

６
７
２
７
５
６
６
８
０

８
９
２
９
９
４
４
２
０

０
０
Ｐ
７
９
９
７
７
●

４
５
７
７
８
９
９
９
９

４
５
１
７
１
８
０
５
２

４
６
３
８
９
５
８
２
５

２
１
６
７
８
７
６
３
９

０
０
０
Ｐ
０
９
９
ｐ
■

１
２
３
５
８
２
６
０
３

１
１
２
２



表３マレーシアの人ロ動態指標（1963年～1998年）
○
○
年
現
在
で
は
お
よ
そ
六
割
の
人
口
が
都

市
部
に
居
住
し
て
い
る
。

’
九
九
一
年
ま
で
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ

て
都
市
人
口
増
加
の
要
因
を
見
る
と
、
’
九

四
七
～
’
九
五
七
年
の
間
に
は
人
口
移
動
、

資料：DepartmentofStatisticsMalaysiaVnalSiafistjbs7imeSe"esMabysja
7963-799aOctober20０１

（注）平均寿命は、マレー半島のみのデータ。＊は、1966年のデータ。

表４マレーシアの人ロ高齢化

寺｡=亟昊干亟ﾖ亟雲二F亟吾}垂;iflfJ

資料：UNESCAR7heAgingofPopu1atiOnlhＭａ/aysja7g89

*マレー半島のデータ。これら以外は、マレーシア全体の数値。

**DepartmentofStatistics,SeniorCitjzensandPopulafionAgejnginMa/aysia､March
l998．

***DepartmentofStatistics,PopulationandHousingCensusofMalaysja2000・
july2001

自
然
増
加
、
都
市
範
域
拡
大
の
三
要
因
が
ほ

ぼ
同
じ
比
重
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八

○
～
一
九
九
一
年
の
期
間
を
見
る
と
、
自
然

増
加
が
五
一
一
％
、
都
市
範
域
拡
大
が
三
七
％

で
あ
り
、
人
口
移
動
は
約
一
○
％
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
よ
う
に
近
年
で
は

マ
レ
ー
シ
ア
の
一
九
六
三

年
～
一
九
九
八
年
の
人
口
動

態
指
標
の
変
化
を
み
る
と
、

表
３
の
よ
う
に
粗
出
生
率
は

三
八
・
一
か
ら
二
四
・
四
へ
、

粗
死
亡
率
は
八
・
五
か
ら
四
・

六
へ
と
減
少
し
て
お
り
、
傾

向
と
し
て
は
多
産
多
死
か
ら

少
産
少
死
へ
の
流
れ
が
あ
る

が
、
自
然
増
加
自
体
は
大
き

な
減
少
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
は

現
在
で
も
比
較
的
高
い
人
口

増
加
率
を
維
持
し
て
お
り
、

少
産
少
死
へ
の
転
換
す
な
わ

ち
人
口
転
換
は
い
ま
だ
進
行

２
、
人
口
高
齢
訓
化
の
動
向 都
市
人
口
増
加
の
要
因
は
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
２
に

示
し
た
よ
う
に
今
後
も
都
市
化
が
進
行
し
二

○
二
○
年
に
は
約
七
割
が
都
市
人
口
に
な
る

も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
る
；

途
中
で
あ
り
、
’
そ
の
意
味
で
は
高
齢
化
問
題

は
顕
在
化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
し
、
｜
方
で
平
均
寿
命
の

伸
長
は
着
実
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
現
在
、

男
子
は
六
十
九
・
一
歳
、
女
子
は
七
十
四
・

四
歳
で
あ
る
。

人
口
増
加
率
二
％
台
を
維
持
す
る
マ
レ
ー

シ
ア
に
お
け
る
人
口
高
齢
化
を
同
国
の
高
齢

者
の
年
齢
指
標
で
あ
る
六
十
歳
以
上
に
即
し

て
捉
え
て
み
よ
う
。
半
島
部
マ
レ
ー
シ
ア
の

高
齢
化
率
は
、
一
九
四
七
年
で
は
五
・
○
％

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
二
九
五
七
年
に
は
四
・

六
％
、
’
九
七
○
年
に
は
五
・
四
％
、
一
九

八
○
年
に
は
五
・
八
％
、
一
九
八
六
年
の
推

計
値
も
五
・
八
％
と
横
這
い
で
あ
る
。
了
マ
レ
ー

シ
ア
全
体
の
高
齢
化
率
を
表
４
に
よ
っ
て
み

2４

1963年1970年1980年1990年1998年

粗出生率

粗死亡率

38.1３２．４３０．６２７．９２４．４

8.5６．７５．３４．６４．６

合計出生率 6.0４．９３．９３．３３．２

平均寿命(男）

平均寿命(女）

６３．１＊ ６１．６６６．４６８．９６９．１

66.0＊６５．６７０．５７３．５７４．４

1957年 1970年 1980年 1991年*＊ 2000年**＊

全国 ４．６＊ 5.2 5.7 5.9 ６．４

マレー系

華人系

インド系

＊
＊
＊

４
６
４

４
５
２

＊
＊
掌

８
７
２

Ｓ
●
●

４
６
４

＊
＊
＊

２
１
２

●
●
●

５
７
５

４
６
４

５
７
５

８
８
９

５
８
５

都市部

農村部

、ａ

ｎａ

6.1

５．２

5.5

5.8

5.3

6.5

ｎａ

ｎａ



複合民族国家マレーシアにおける都市化と高齢化問題

る
と
、
’
九
七
○
年
に
は
五
・
二
％
、
一
九

八
○
年
に
は
五
・
七
％
、
一
九
九
一
年
も
五
・

九
％
と
ほ
ぼ
同
じ
の
水
準
で
あ
る
；
し
か
し
、

最
新
の
一
一
○
○
○
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

と
、
高
齢
化
率
は
六
・
四
％
と
若
干
上
昇
し

た
こ
と
が
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
高
齢
化
の

進
行
で
あ
る
が
、
地
域
や
都
市
と
農
村
に
よ

る
偏
差
を
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に

加
え
て
、
複
合
民
族
国
家
と
し
て
の
マ
レ
ー

シ
ア
で
は
エ
ス
ニ
シ
テ
イ
（
民
族
）
に
よ
る

差
異
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
表
に

み
る
よ
う
に
、
’
九
八
○
年
の
全
国
高
齢
化

率
は
五
・
七
％
で
あ
る
が
、
華
人
系
で
は
七
・

一
％
、
都
市
部
と
農
村
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・

五
％
と
五
・
八
％
と
い
う
数
値
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
表
示
は
し
て
い
な
い
が
、
東
マ
レ
ー

シ
ア
の
ボ
ル
ネ
オ
島
に
位
置
す
る
サ
バ
州
で

は
六
十
歳
以
上
人
口
比
率
は
三
・
四
％
（
一

九
八
○
年
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
偏
差
は
、

二
○
○
○
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
も
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
に
よ
る
高
齢
化
率
に
は
大
き
な
差
が

生
じ
て
お
り
、
華
人
系
の
八
・
八
％
に
対
し

前
出
の
表
４
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
九
一

年
の
農
村
部
の
高
齢
化
は
都
市
部
を
上
回
る

水
準
に
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
○
年
に
は

農
村
部
で
低
く
、
都
市
部
で
高
い
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。
従
来
、
全
人
口
の
過
半
数
を

占
め
る
マ
レ
ー
系
住
民
は
農
村
部
に
、
と
り

わ
け
華
人
系
は
都
市
部
に
居
住
す
る
割
合
が

高
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況

が
高
齢
化
率
に
影
響
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
都
市
化
の
進
行

は
、
多
数
の
マ
レ
ー
系
住
民
の
都
市
流
入
を

も
た
ら
し
、
都
市
部
と
農
村
部
の
高
齢
化
率

の
逆
転
を
結
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
都
市
化
に
と
も
な
っ
た
若
い
世

代
の
都
市
へ
の
人
口
流
出
に
よ
る
影
響
が
う

か
が
わ
れ
、
農
村
部
の
過
疎
化
お
よ
び
高
齢

者
層
の
残
留
に
と
も
な
う
農
村
部
の
高
齢
化

率
上
昇
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

て
、
マ
レ
ー
系
は
五
・
八
％
、
イ
ン
ド
系
は

五
・
九
％
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

３
、
都
市
■
化
・
と
高
齢
化
■

全
国
的
な
都
市
化
の
進
行
は
、
都
市
部
に

お
い
て
も
農
村
部
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る

家
族
や
世
帯
の
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
。
表
５
に
よ
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
平
均
世
帯
人
数
は
一
九
八
○
年
の
五
・

二
人
か
ら
一
九
九
四
年
の
四
・
七
人
へ
と
減

少
し
て
い
る
。
同
期
間
に
つ
い
て
、
都
市
部

と
農
村
部
を
比
べ
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同
じ
か

若
干
農
村
部
の
世
帯
人
数
が
多
い
程
度
で
あ

り
、
農
村
部
に
は
大
家
族
が
多
い
と
い
う
予

想
は
裏
切
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
、
農
村
部
か

ら
の
人
口
流
出
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
指
標
で
あ
る
世
帯
類
型
の
状

況
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
核
家
族
の
比
率
を

全
国
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
’
九
八
○
年
の
五

五
％
か
ら
一
九
九
一
年
の
六
○
％
、
一
九
九

四
年
の
約
六
七
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
し

か
し
、
拡
大
家
族
世
帯
は
同
期
間
に
つ
い
て

も
、
二
五
～
一
一
八
％
の
範
囲
に
あ
り
、
大
き

く
変
化
し
た
と
は
い
え
そ
う
も
な
い
が
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
内
容
が
異
な
り
、
確
か
な
こ
と

は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
以
上
を
ま
と
め
て

み
る
と
、
都
市
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
核
家

族
の
割
合
が
増
加
し
、
世
帯
人
数
は
小
さ
く

2５



表５マレーシアの平均世帯人数と世帯類型
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
都
市
化
と
高
齢

化
の
関
係
は
、
農
村
部
に
お
け
る
高
齢
者
問

題
の
取
り
組
み
と
、
都
市
部
に
お
け
る
高
齢

資料：1980/1991TanPooChang＆ＮｇＳｏｒＴｈＱＣｗ７ｅｎｔａｎｄＥｍｅ'gingFami(yPattems
inMalaysia’1995.

1994NationalPopulationandFamilyDevelopmentBoa｢dMalaysiaRlmllyRro化Malaj/siand．
＊1994年についてはMulti-singlememberと表示されており、親族、非親族を含む世帯に
相当すると思われる。

(注)1980／1991年は人ロセンサスのデータ｡1994年はMalaysianPopulationandFamilySurveyのデータ。

者
問
題
の
取
り
組
み
が
異
な
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
農
村
部
で
は
、
単

身
や
高
齢
者
の
み
の
夫
婦
世
帯
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
な
、
高
齢
者
本
人
た
ち
に
む
け
た
対

策
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
都
市

部
で
は
子
供
た
ち
と
同
居
し
て
暮
ら
し
て
い

る
高
齢
者
本
人
に
加
え
て
、
高
齢
者
を
抱
え

る
家
族
に
対
す
る
対
策
の
重
要
性
も
ま
た
高

い
の
で
あ
る
。

現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
人
口
高
齢

化
の
水
準
は
低
く
、
高
齢
化
問
題
へ
の
関
心

は
高
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
九
五
年
に
国
家
高
齢
者
政
策
が
成
立
し

た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
へ

の
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

捉
え
て
早
期
に
取
り
組
み
が
始
ま
り
つ
つ
あ

る
利
点
を
主
張
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
，
そ
う

し
た
利
点
を
生
か
せ
る
か
は
ひ
と
え
に
正
し

い
高
齢
化
状
況
の
理
解
と
的
確
な
対
策
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

お
け
る
高
齢
化
問
題
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面

４
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
高
齢
化

で
あ
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
取
り
上
げ
よ
う
。

，
す
で
に
デ
ー
タ
と
し
て
も
提
示
し
て
き
た
よ

う
に
高
齢
化
率
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ
っ
て

異
な
る
し
、
家
族
と
の
関
係
の
あ
り
方
に
も

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。
⑩
こ
こ
で
は
、
高
齢

者
の
居
住
状
況
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
現
状
を

ま
ず
捉
え
て
み
よ
う
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
高
齢
者
居
住
の
実

態
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
、
調
査
の
範
囲
が

国
レ
ベ
ル
や
地
方
レ
ベ
ル
な
ど
多
様
で
あ
り
、

ま
た
時
系
列
で
見
て
も
断
片
的
で
情
報
も
少

な
い
が
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
別
の
デ
ー
タ
が
利

用
可
能
な
調
査
結
果
を
年
次
順
に
見
る
と
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

Ⅲ
’
九
八
六
年
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
調
査
Ⅲ

こ
の
調
査
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
機
構
（
ア

セ
ア
ン
）
が
一
九
八
四
年
か
ら
開
始
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
人
口
高
齢
化
の
社
会
・
経
済

的
帰
結
」
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
対
象
国

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
五
カ
国

で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
の
調
査
対
象
地

は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
、
ネ
ゲ
リ
・
セ
ン
ブ
リ

ア
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
の
三
州
の
都
市
部
と
農
村

2６

平均世帯人数 1980年 1991年 1994年

全国

都市部

農村部

核家族世帯

拡大家族世帯

２
１
２
９
１

■
巳
●
●
●

５
５
５
４
７

８
８
８
８
５

■
●
■
■
●

４
４
４
４
６

７
６
９

●
●
Ｐ

４
４
４

ａ
ａ

ｎ
、

世帯類型比率 全国 都市部農村部 全国 都市部農村部 都市部農村部

核家族世帯

拡大家族世帯

単身世帯

親族世帯＊

非親族世帯

５
８

５
２

９
６
２

5２５８

３０２７

１１８

３６

４２

０
６

６
２
８
３
３

5９６１

2７２６

７８

３３

４２

８
７
６
０

●
●
■
■

８
６
３
１

６
２

１
６
０
３

●
■
●
●

７
５
５
２

６
２

合計（％） 100 100１００ 1００ 100１００ 100１００



複合民族国家マレーシアにおける都市化と高齢化問題

表６高齢者の居住状況、1986年調査
部
で
、
そ
こ
に
居
住
す
る
「
二
五
四
人
が
有

効
回
答
者
で
あ
る
。
対
象
者
年
齢
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
定
年
を
勘
案
し
た
五
十
五
歳
以
上
の

男
女
で
あ
る
。

資料：NationalPopulationandFamilyDevelopmentBoardMalaysia
Ma/aysiaCountO／ReportonSDcjO-EConomjbConsequencesoftheAgeing
PopulatjOnSurvｅｙ７９８ａｎｄ、

表中の、ａの部分は、原資料のミスによるものと思われる。また、エスニシテイ
別の合計は1251となるが、これについても誤植があるものと思われる。

②
一
九
八
八
’
八
九
年
ニ
ア
Ｆ
ア
ペ
の
云
三

「
ア
三
一
Ｆ
く
こ
「
ｍ
の
亡
力
く
、
く
沖
』

こ
れ
は
マ
レ
ー
半
島
の
五
十
歳
以
上
の
回
答

者
一
、
三
五
七
人
の
調
査
で
あ
る
。
参
照
し
た

論
文
で
は
、
回
答
者
の
う
ち
六
十
歳
以
上
で
、

成
人
の
子
供
を
一
人
以
上
持
っ
て
い
る
者
（
六

百
六
十
人
）
が
分
析
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
従
っ
て
、
高
齢
者
居
住
の
基
礎
デ
ー

調
査
結
果
（
表
６
）
に
よ
る
と
、
配
偶
者

と
そ
の
他
の
家
族
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者

（
こ
こ
で
は
五
十
五
歳
以
上
の
者
）
が
四
九
％
、

そ
の
他
の
家
族
と
の
み
同
居
し
て
い
る
高
齢

者
が
三
五
％
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
子

供
と
の
同
居
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、

七
○
％
か
ら
八
○
％
ほ
ど
の
高
齢
者
が
家
族

と
同
居
し
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
配
偶
者
の
み
と
同
居
は
九
％
、
単
身

者
は
五
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
表
に
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
居
の
実
態
は
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
に
よ
り
多
様
で
あ
る
。
マ
レ
ー
系
の

状
況
は
、
華
人
系
、
イ
ン
ド
系
と
は
異
な
る

と
言
っ
て
よ
い
。
｜
言
で
ま
と
め
れ
ば
、
マ

レ
ー
系
の
高
齢
者
は
、
単
身
で
あ
る
い
は
夫

婦
の
み
で
居
住
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

⑧
一
九
九
七
年
、
こ
二
三
ｍ
刀
の
一
「
く
。
「

三
ｚ
か
ペ
ア
の
亡
カ
ベ
、
く
川

こ
の
調
査
は
、
ク
ラ
ン
タ
ン
、
ネ
ゲ
リ
・

セ
ン
ブ
リ
ア
ン
、
ペ
ナ
ン
の
三
州
の
都
市
部

と
農
村
部
に
住
む
、
五
十
歳
以
上
を
対
象
者

と
し
、
有
効
回
答
者
数
は
八
百
二
で
あ
る
。

六
十
歳
代
と
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
居
住

タ
を
見
る
と
、
既
婚
の
回
答
者
（
配
偶
者
あ

り
）
の
六
九
％
が
成
人
の
子
供
と
同
居
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
配
偶
者
な
し
の
者
（
雛
死

別
を
含
む
と
思
わ
れ
る
）
の
七
三
％
が
成
人

の
子
供
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
、
単
身
居
住

者
は
、
既
婚
者
の
一
一
％
、
配
偶
者
な
し
の
者

の
一
四
％
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
別
に
は
、
マ
レ
ー
系
の
六
○
％
、

華
人
系
の
七
六
％
、
イ
ン
ド
系
の
八
五
％
が

成
人
子
と
同
居
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
調
査
回
答
者
の
イ
ン
ド
系

の
サ
ン
プ
ル
が
多
す
ぎ
た
た
め
に
、
加
重
平

均
し
て
調
整
し
た
結
果
が
同
時
に
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
レ
ー
系
の
五
八
％
、

華
人
系
の
七
四
％
、
イ
ン
ド
系
の
八
一
％
が
、

子
供
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
燗

2７

合計 男女 マレー系華人系インド系

単身で居住

配偶者と居住

配偶者とその他の非家族と居住

配偶者とその他の家族と居住

その他の家族と居住

その他の非家族と居住

配偶者、家族、非家族と居住

親族と非家族と居住

２
１
５
９
５
Ｂ
ａ
ａ

５
９
０
妃
訓
１
ｎ
ｎ

Ｂ
４
８
９
０
６
ａ
ａ

６
７
０
引
匝
１
ｎ
ｎ

３
ｊ
７
８
０
１
ａ
ａ

３
川
０
㈹
Ｈ
２
ｎ
ｎ

８
７
９
８
６
２
７
３

●
■
■
■
曰
勺
●
●

２
４
０
２
１
３
４
９

４
３

７
３
４
１
４
４
７
０

由
甲
●
曰
●
■
■
■

２
５
１
７
２
１
３
６

４
３

８
５
２
２
３
３
２
５

■
■
■
●
●
●
●
■

７
３
０
４
６
１
３
３

１
４
２

合計（％）

回答者数 １

100

254

100１００

５７７６７７

100１００１００

６０１４３５２１５



高齢者の居住状況、1997年調査表７

EVahalmgProg旧mmeNeedsofOlderRersorlslhMalaysia,Unive｢sityofMalayal999資料：TanPooChanget､ａ

状
況
を
ま
と

め
て
み
る
と
、

配
偶
者
の
み

と
同
居
は
そ

れ
ぞ
れ
二

一
％
と
二

○
％
、
単
身

居
住
は
九
％

と
一
四
％
、

子
供
（
家
族
）

や
そ
の
他
と

同
居
は
七

○
％
と
六

六
％
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、

マ
レ
ー
系
に

お
い
て
単
身

お
よ
び
夫
婦

の
み
の
居
住

が
相
対
的
に

多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
こ

の
二
つ
の
居

住
を
あ
わ
せ

た
数
値
で
み

る
と
、
マ
レ
ー
系
は
約
三
○
％
、
華
人
系
は

約
九
％
、
イ
ン
ド
系
そ
の
他
は
六
％
と
な
っ

て
お
り
、
マ
レ
ー
系
に
お
け
る
高
齢
者
の
居

住
実
態
の
特
徴
が
は
っ
き
り
と
数
字
に
表
れ

て
い
る
（
表
７
）
。

以
上
の
調
査
デ
ー
タ
に
、
一
九
八
四
年
の

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
調
査
暇
、
一
九
九
四
年
の

巨
院
屡
居
の
屋
亘
祠
○
℃
こ
い
賎
ロ
○
二
尾
頃
已

国
巨
国
旧
邑
の
白
蛍
日
日
に
よ
る
調
査
脳
、
一
九

九
六
年
の
巨
少
Ｆ
シ
＆
凶
レ
ヱ
旨
両
目
○
陸
Ｆ

鈩
協
○
口
シ
ｐ
ｏ
ｚ
に
よ
る
調
査
脈
な
ど
の
結
果

を
加
え
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
齢
者
全
体
の

居
住
実
態
を
み
る
と
、
’
九
八
○
年
代
か
ら

一
九
九
○
年
代
末
に
か
け
て
は
、
お
よ
そ
七

○
％
以
上
の
高
齢
者
が
子
供
ま
た
は
配
偶
者

以
外
の
家
族
と
同
居
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
マ
レ
ー
系
の
高
齢
者
に
つ
い

て
は
前
述
の
三
つ
の
調
査
結
果
に
あ
る
よ
う

に
、
単
身
居
住
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
居
住

が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
方
で
、

５
、
高
齢
者
層
憧
一
の
特
徴
ど

今
後
の
政
策
課
題

華
人
系
や
イ
ン
ド
系
で
は
、
子
供
と
の
同
居

が
相
対
的
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

今
後
も
都
市
化
と
高
齢
化
は
き
び
す
を
接

す
る
よ
う
に
進
行
し
、
都
市
人
口
は
増
加
し

高
齢
化
率
も
上
昇
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
家
族
の
変
化
も
大
き
く
、
高
齢
者

自
身
な
ら
び
に
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
へ
の

ケ
ア
は
大
き
な
問
題
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
触

れ
て
き
た
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
都
市
化

や
高
齢
化
の
特
徴
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
よ

る
差
異
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
’
九
九
一
年

の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
華
人
系
で
は

都
市
部
の
高
齢
化
率
が
七
・
四
％
と
よ
り
高

く
、
マ
レ
ー
系
（
ブ
ミ
プ
ト
ラ
全
体
の
数
値
）

で
は
農
村
部
の
高
齢
化
率
が
六
・
六
％
と
よ

り
高
い
。
高
齢
化
は
、
華
人
系
で
進
行
す
る

速
度
が
速
く
、
マ
レ
ー
系
で
は
相
対
的
に
速

度
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
。
一
一
○
一
一
○
年
の
高

齢
化
率
の
推
計
に
よ
る
と
、
華
人
系
で
一
四
・

四
％
、
マ
レ
ー
系
（
ブ
ミ
プ
ト
ラ
全
体
の
数

値
）
で
七
・
九
％
と
大
き
な
開
き
が
生
じ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
．
脇

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
社

会
経
済
政
策
の
主
た
る
柱
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政

策
で
あ
り
、
全
国
民
の
社
会
的
、
経
済
的
格
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合計 男女 マレー系華人系インド系他 50歳代６０歳代70歳以上 都市部農村部

単身で居住

配偶者と居住

配偶者とその他の非家族と居住

配偶者と子供（家族）と居住

子供（家族）と居住

その他の非家族と居住

配偶者､子供(家族)、非家族と居住

子供（家族）と非家族と居住
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２６４３０２２３６

79.269.550.9

78.862.556.8

100１００

４００４０２

66.867.7

79.3532



複合民族国家マレーシアにおける都市化と高齢化問題

１WorldBank,WbrIdDevelOpmenlRepm卯００／2001,2001.
2ｊｂｊｄ

３ＵＮ.,WbrldPbpula1ionPmSpec1s.、ｈｅ卯00尼vﾌﾟsわnHighhgh⑬.,Web
version2001

４Ａｍａ]iitKaur,HiStoribalDjmmaZyofMalaysja,TheScarecrowPress，
Ｉｎｃ，１９９３．

５DepartmentofStatisticsMalaysia,UfbaniSalionandUThanGmw1jiin

Malay臼j２，１９９６．

６嵯峨座晴夫、「高齢化と政策的対応｣、石南國・早瀬保子編『アジ
アの人口問題』、2000年、大明堂。

７UNESCAP,ZbeAgmgofPbpoujarioninMalaysja，１９８９．

８TanPooChang＆ＮｇＳｏｒＴｈｏ,AgeinginMalaysia,mAgBjnginthe
Asm錨cjficRegion,RoutIedge,２０００も参照。

９DepartmentofStatisticsMalaysia,Senjordnzensandm｡pulation
AgBjnginMalaysja，Marcｈ1998.

10Ngin,CandDaVanzo,Ｊ,“Parent-ChildCoresidenceandQuasi-

CoresidencemPeninsularMalaysia,”South“stAsjanノbumaノofSbcjal

Scjenca27-2,1999.

11NationalPopulationandFamilyDevelopmentBoard､Malaysia,MJlaysia

CbulmyRepononSocjo-EconomicCbnsequencesofdheAgBjng
POpuja[ionSurv巳ｙ1986,,.d

l2Davanzo,ＪａｎｄＡＣｈａｎ,``LivingArrangementsofOlderMalaysians：

Whocoresideswiththeiradultchildren?,,,Demogmphyb31-1,1994

13chan,AandJDaVanzo．“EthnicDifferencesinParentsCoresidence

withAdultChildreninPeninsularMalaysia,”んumaIofQDss-CullLulal

GemntolQg5511-1，l996

14TanPooChanget､aL,EvajuatmgPmgmmmelVbedSofOlderPelsons

jnMa1aysja，UniversityofMalayal999

15Andrew,Getal.(eds.),AgmgjmheWbsremHacihcAFburCbuntn′

ＳｍｄｙｊＷＨＯ,1986(citedfromTanPCandNgST.,CurrentandEmerging
FamilyPaltemsinMalaysia,Ｈｌｐｅｒｐ1℃semBdatjVPFBDMalay白ia,Ａｕｇ
1995.）

l6NationalPopulationandFamilyDevelopmentBoaldMalaysia,HRmmy
BDfijeMalaysia，ｎｄ

ｌ７ＮａｒｉｍａｈＡｗｉｎ（DirectorofFamilyHealthDepLMinistryofHealth

Malaysja),mHealthandAgeing-Iesearch,education,policyandpractice-m，

Ｐｒ巴ｓｅｍｅｄａｔｔｈｅＷＨＯｍｅｅｔｉｎｇｏｎＡｇ巴ｊｎｇａｎｄＨｅ日ﾉth，Adelaide,２６－
３００ct2000.

18注９の文献参照。

1９なお高齢者施設などの居住については、とりあえず以下の文献な

どを参照。萩原康生「マレーシアの社会福祉」（『世界の社会福祉

アジア』旬報社）1998年、卿アジア人口・開発協会、『アジア諸国の

都市化と開発調査報告書-マレーシア国』2002年。

差
を
解
消
す
る
政
策
が
長
年
と
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
実
態
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
マ
レ
ー
系
に
対
す
る
多
面
に
わ
た

る
優
遇
策
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

高
齢
化
問
題
へ
の
対
策
は
こ
れ
か
ら
が
本
番

で
あ
る
が
二
局
齢
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
マ
レ
ー

系
よ
り
も
都
市
部
に
よ
り
多
く
住
ん
で
い
る

←
‐
』
ニ
ー
Ｌ
ｉ
１
二

●

ｊｉｌｉ
Ｆ
ｉ
ゴ
｜
｝
下
丹

華
人
系
の
人
々
に
早
い
段
階
で
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
現
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
政
策
レ

ベ
ル
で
、
そ
の
こ
と
を
充
分
に
配
慮
し
て
取

り
組
ま
な
い
と
、
華
人
系
さ
ら
に
将
来
は
イ

ン
ド
系
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に
し
わ
寄
せ

が
来
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ひ
い
て
は
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
間
の
新
た
な
格
差
問
題
に
も
な
り

か
ね
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
限
ら
ず
多
様
な

民
族
構
成
を
持
つ
社
会
が
多
い
東
南
ア
ジ
ア

地
域
で
は
、
人
口
や
社
会
開
発
政
策
に
関
す

る
国
際
協
力
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
特
性
を

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
⑲
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霊11里

Ｉ
Ｌ
Ｏ
本
部
の
国
際
労
働
力
移
動
部
部
長

を
務
め
る
マ
ロ
ノ
・
ア
ベ
ラ
氏
の
来
日
を
機

に
、
東
京
支
局
（
堀
内
光
子
駐
日
代
表
）
が

二
月
五
日
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け

る
国
際
労
働
力
移
動
」
と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
国
連
大
学
本
部
ビ
ル
で
開
い
た
。

冒
頭
、
ア
ベ
ラ
氏
は
「
合
法
・
非
合
法
を

問
わ
ず
、
自
国
以
外
の
地
で
働
く
労
働
者
の

数
は
世
界
全
体
で
六
千
万
人
か
ら
六
千
五
百

万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
百
ヵ
国
以
上
の

国
が
、
移
民
労
働
者
の
受
入
れ
や
送
出
国
と

し
て
関
わ
り
、
ど
の
国
も
か
つ
て
な
い
人
口

圧
力
を
受
け
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、

ア
ベ
ラ
氏
は
「
最
近
の
国
際
労
働
問
題
は
こ

う
し
た
傾
向
が
顕
著
で
ま
す
ま
す
多
様
な
様

相
を
見
せ
て
き
て
い
る
。
二
○
○
四
年
の
総

会
で
は
移
民
・
外
国
人
労
働
者
の
問
題
を
一

般
討
議
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

こ
れ
を
受
け
る
形
で
一
橋
大
の
小
井
土
彰

宏
助
教
授
が
特
別
講
演
と
し
て
、
移
民
の
蜆

制
と
権
利
保
護
な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
企
業

の
生
産
活
動
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
見
た
国
際

労
働
移
動
の
現
状
と
課
題
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
問
題
提
起
し
た
。

続
い
て
厚
生
労
働
省
外
国
人
雇
用
対
策
課

長
の
勝
田
智
明
氏
、
連
合
総
合
労
働
力
総
合

局
長
の
龍
井
葉
一
一
氏
、
日
本
経
団
連
雇
用
・

労
務
管
理
グ
ル
ー
プ
副
長
の
樋
渡
智
子
氏
の
、

い
わ
ゆ
る
〃
政
・
労
・
使
〃
の
三
者
か
ら
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
百
人
の
市

民
が
参
加
。
各
発
言
者
と
の
質
疑
も
活
発
に

行
わ
れ
、
国
際
化
の
一
途
を
た
ど
る
労
働
力

移
動
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

△
Ⅶ

①
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FPPD食料安全保障常任委員会会議開催Ａ
日
本
か
ら
の
参
加
者

国
会
議
員

桜
井
新

参
議
院
議
員
（
自
民
）

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障

常
任
委
員
会
委
員
長

松
岡
利
勝

衆
議
院
議
員
（
自
民
）

金
田
英
行

衆
議
院
議
員
【
自
民
）

瓠
柏
村
川
武
昭

参
議
院
議
員
（
自
民
）

椎
名
－
保

参
議
院
議
員
【
自
民
）

事
務
局

広
瀬
次
雄

曰
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
Ｊ
事
務

局
長

楠
本
修

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
や

主
任
研
究
員

シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
食

料
安
全
保
障
常
任
委
員
会
会
議
が
二
月
七
日

と
八
日
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
た
。

参
加
国
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
イ
ジ
ー
、

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の

九
カ
国
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
国
連
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
）
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連

食
糧
農
業
機
関
）
の
国
際
機
関
も
参
加
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
昨
年
十
月
に
中
国
・
北
京

で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
七
回
大
会
の

席
で
設
立
が
決
ま
っ
た
も
の
で
、
本
年
二
月

十
四
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚

級
非
公
式
協
議
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
食
料
貿
易

に
関
す
る
各
国
の
意
見
提
出
期
限
が
本
年
三

月
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
開
催
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
九
九
四
年
の
国
際
人
口
・

開
発
議
員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
以
来
、
増

加
す
る
人
口
に
食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す

る
か
が
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
の
視
点

か
ら
、
数
多
く
の
訴
え
か
け
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
国
際
的
に
も
大
き
な
影
響

力
を
発
揮
し
、
’
九
九
九
年
に
は
国
連
総
会

食
料
安
全
保
障
、
水
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

３１



決
議
の
中
に
、
〃
行
動
計
画
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
人
口
関
連
の
目
標
や
政
策
が
，
環
境
や
通

商
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
国
際
合
意
（
協
定
）

に
適
切
な
形
で
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
〃

と
決
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に

こ
れ
ら
の
国
際
的
な
合
意
は
ほ
と
ん
ど
無
視

さ
れ
、
食
料
と
は
人
が
生
き
る
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
視
点
も
ま

た
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
食
料
安
全
保
障
や

人
口
を
無
視
し
た
考
え
方
は
、
人
間
の
生
死

よ
り
も
利
益
追
求
が
優
先
し
て
し
ま
う
社
会

を
作
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
一
度
拘
束
力
の
あ
る
国
際
的
な
合
意

や
制
度
が
出
来
上
が
れ
ば
、
そ
れ
が
基
準
と

な
り
、
あ
と
あ
と
ま
で
影
響
力
を
発
揮
す
る
。

従
っ
て
、
こ
の
制
度
自
体
を
人
間
が
尊
厳
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
を
作
る
も
の
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
食
料
安
全
保

障
常
任
委
員
会
会
議
は
そ
の
意
味
で
重
要
性

を
持
っ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
制
度
構
築
の
重
要
な

時
期
に
開
か
れ
た
だ
け
で
な
く
、
食
料
貿
易

の
自
由
化
が
始
ま
っ
て
あ
る
程
度
の
年
月
が

経
ち
、
そ
の
弊
害
も
ま
た
は
っ
き
り
し
て
き

た
こ
と
が
こ
の
会
議
の
背
景
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
食
料
貿
易
の
自
由
化
に
よ
っ
て
途
上

国
の
食
料
輸
出
国
は
利
益
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
．
し
か
し
、
ガ
ッ

ト
ー
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意
以
降
、

食
料
貿
易
が
先
進
国
に
よ
る
補
助
金
つ
き
食

料
輸
出
に
よ
っ
て
寡
占
化
さ
れ
る
状
況
を
生

ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
諸
国
に
は
ガ
ッ
ト
ー
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
を
引
き
継
い
だ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
特
に
食
料
貿

会
議
は
、
マ
レ
ニ
ー
・
ス
カ
ヴ
ェ
ジ
ョ
ヴ
ォ

ラ
キ
ッ
ト
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長
（
タ
イ
）

の
挨
拶
で
開
会
し
た
。
マ
レ
ニ
ー
事
務
総
長

は
会
議
設
立
の
経
緯
を
説
明
し
、
桜
井
新
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
委
員
会
委
員
長
が

挨
拶
を
行
っ
た
。

桜
井
新
・
同
委
員
長
は
、
食
料
は
単
な
る

商
品
で
は
な
く
、
人
が
生
き
る
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
食
料
安
全
保
障
の
点
か

ら
も
人
口
の
視
点
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
創
設
者
で
初

代
議
長
を
務
め
た
、
佐
藤
隆
元
農
水
大
臣
の

易
に
対
す
る
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
回
の
会
議
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中

で
開
か
れ
、
食
料
を
単
な
る
商
品
と
し
て
考

え
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
貿

易
制
度
や
、
そ
れ
を
支
持
す
る
西
欧
の
論
理

に
対
し
、
各
国
の
政
策
に
責
任
を
持
つ
立
場

の
国
会
議
員
た
ち
か
ら
、
人
口
の
長
期
的
趨

勢
、
お
よ
び
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
と

い
う
点
か
ら
深
刻
な
疑
問
が
提
出
さ
れ
、
熱

気
溢
れ
る
討
論
が
行
わ
れ
た
。

〃
た
だ
飢
え
て
死
ぬ
た
め
だ
け
に
生
ま
れ
て
く

る
子
供
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
〃
と
い
う
言

葉
を
引
用
し
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
そ
の
設
立
の

精
神
に
立
ち
返
っ
て
、
人
口
問
題
を
解
決
し

な
が
ら
人
間
が
尊
厳
を
持
っ
て
持
続
的
に
こ

の
地
球
で
生
き
て
行
く
た
め
の
活
動
を
行
う

べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

続
い
て
ラ
ク
シ
ュ
マ
ン
・
シ
ン
（
イ
ン
ド
）

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
が
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

の
代
理
と
し
て
挨
拶
を
述
べ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

第
六
回
新
潟
大
会
で
の
宣
言
文
か
ら
〃
世
界

を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
途
方
も
な
い
こ
と
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に
思
え
る
。
し
か
し
、
一
人
一
人
が
変
わ
れ

ば
世
界
は
変
わ
る
〃
。
こ
こ
で
の
一
人
一
人
の

努
力
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

国
会
議
員
と
し
て
の
私
達
の
使
命
は
人
間

の
尊
厳
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
構
築

し
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
一
十
年
以

上
に
わ
た
っ
て
人
口
と
開
発
分
野
で
活
動
し

て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
な
か
で
ア
ジ
ア
の
み

な
ら
ず
世
界
の
国
会
議
員
た
ち
と
と
も
に
数

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
二
○
○
一
一
一
年
二
月
七
日
と
八
日
バ
ン

コ
ク
に
集
い
、
食
料
安
全
保
障
常
任
委
員
会

会
議
を
開
催
し
、
人
口
の
将
来
的
な
増
加
お

は
じ
め
に

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
ス
テ
イ
ツ
メ
ン
ト

食
料
安
全
保
障
常
任
委
員
会

二
○
○
一
一
一
年
二
月
八
日
／
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク

多
く
の
宣
言
文
を
採
択
し
、
公
表
し
て
き
た
。

今
後
も
人
口
増
加
が
不
可
避
的
で
あ
る
と
い

う
事
実
を
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
を
始
め
と
す
る
国

際
条
約
、
合
意
、
協
定
に
明
確
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
検
討
の
た
め
の
国
会

議
員
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
ハ
ー
グ
宣
言
、
特
に
〃
国

際
貿
易
ル
ー
ル
は
食
料
安
全
保
障
の
長
期
的

な
視
点
と
完
全
な
一
貫
性
を
も
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
〃
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
ハ
ー
グ
宣
言
第
十
九
パ

よ
び
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
の
な

か
で
食
料
安
全
保
障
を
圧
迫
す
る
問
題
に
つ

い
て
突
っ
込
ん
だ
提
言
を
行
な
っ
た
。

Ｐ
Ｐ
「
］

５Ｊ
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ラ
グ
ラ
フ
）
、
ま
た
国
連
総
会
文
書
〃
行
動
計

画
の
骨
子
と
な
る
人
口
関
連
の
目
標
や
政
策

が
適
切
な
形
で
環
境
や
貿
易
の
よ
う
な
国
際

合
意
に
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
〃
（
国
連
総

会
文
書
Ａ
／
Ｓ
ｌ
ｎ
／
５
／
シ
＆
］
、
パ
ラ
グ

ラ
フ
遁
）
、
を
こ
こ
に
改
め
て
確
認
す
る
。

残
念
な
こ
と
に
現
在
の
国
際
貿
易
に
お
け

る
議
論
で
人
口
問
題
の
視
点
は
失
わ
れ
て
い

る
。
人
口
、
食
料
生
産
、
お
よ
び
そ
の
分
配
・

流
通
が
食
料
安
全
保
障
の
基
本
的
な
要
素
で

あ
る
。

食
料
は
人
間
の
生
存
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
意
味
す
る
も
の
は
食

料
は
単
な
る
商
品
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
、

す
べ
て
の
存
在
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
の
国
際
貿
易
に
関
す
る
協
議
は
物
の

余
っ
た
社
会
を
前
提
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い

る
が
、
長
期
的
な
人
口
の
趨
勢
を
考
え
る
と

ま
っ
た
く
異
な
っ
た
シ
ナ
リ
オ
が
浮
か
ん
で

く
る
。

事
実

＊
二
○
五
○
年
に
は
世
界
人
口
は
九
十
億
人

を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

消
費
水
準
で
す
ら
地
球
環
境
の
再
生
可
能

な
限
界
を
超
え
て
い
る
。

＊
十
三
億
人
が
一
日
一
Ｕ
Ｓ
＄
以
下
の
収
入

で
生
活
し
て
い
る
。

＊
八
億
人
の
子
供
が
栄
養
失
調
状
態
に
あ
る
。

＊
二
十
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
世
界
の
陸
地
の
一
／

六
が
過
放
牧
や
不
適
切
な
収
奪
的
農
業
、

お
よ
び
急
激
な
都
市
化
に
よ
っ
て
劣
化
し

て
き
て
い
る
。

＊
新
規
耕
地
お
よ
び
淡
水
資
源
の
不
足
な
ら

び
に
灌
慨
農
地
に
お
け
る
塩
害
の
進
展
な

ど
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
過
剰
な
食
料
供

給
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
常
任
委
員
会

会
議
に
集
ま
っ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
国
会
議

員
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
合
意
を
含
む
国
際
貿
易
の
考
え

方
に
対
し
て
、
こ
の
地
域
の
食
料
安
全
保
障

し
た
が
っ
て

の
た
め
の
以
下
の
行
動
を
と
る
よ
う
求
め
る
。

私
達
は
人
口
の
将
来
推
計
は
国
際
社
会
と
国

際
貿
易
に
対
し
て
以
下
の
行
動
を
と
る
よ
う

に
求
め
て
い
る
と
確
信
す
る
。

各
国
政
府
な
ら
び
に

国
際
社
会
に
対
し
て

１
各
国
で
最
低
賃
金
制
度
を
明
確
に
し
、

施
行
す
る
》

２
各
国
は
一
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
適
切

な
国
内
社
会
政
策
を
実
施
す
る
よ
う
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
持
続
可
能
な
食

料
生
産
に
よ
る
適
切
な
食
料
供
給
シ
ス
テ

ム
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
可
能
な

と
こ
ろ
で
は
食
料
自
給
を
維
持
す
る
唖

３
各
国
の
開
発
計
画
を
、
資
金
の
準
備
お

よ
び
そ
の
実
現
の
た
め
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
含
め
た
形
で
作
り
、
ア
ジ
ア
通
貨
基

金
（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）
等
の
設
立
を
通
じ
て
、
国

際
間
で
の
相
互
協
力
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

構
築
を
図
る
癖

４
土
地
制
度
の
見
直
し
と
再
組
織
化
、
お

よ
び
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行

の
よ
う
な
金
融
制
度
の
見
直
し
と
再
構
築
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含
む
国
際
貿
易
機
関

に
対
し
て
皿

１
安
全
で
栄
養
価
の
高
い
食
料
を
得
る
こ

と
は
基
本
的
人
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
す
る
。

２
同
内
の
主
食
生
産
に
関
し
て
自
給
を
維

持
す
る
権
利
を
保
持
す
る
こ
と
は
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

３
各
国
が
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る
上

で
、
今
後
五
十
年
に
わ
た
っ
て
、
人
口
が

大
幅
に
増
加
し
つ
づ
け
、
農
業
生
産
物
の

生
産
性
の
減
少
、
淡
水
資
源
の
枯
渇
と
汚

染
、
土
壌
流
出
お
よ
び
願
環
境
劣
化
が
食

料
安
全
保
障
の
脅
威
と
な
る
こ
と
を
深
刻

を
行
な
う
こ
と
で
、
貧
困
層
が
土
地
、
水
、

そ
し
て
遺
伝
資
源
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

手
助
け
す
る
こ
と
で
、
貧
困
層
の
自
立
を

促
進
す
る
北

５
各
国
国
民
が
資
源
お
よ
び
国
家
資
産
を

管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
坤

６
各
国
の
開
発
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

各
国
の
協
力
の
下
に
国
際
協
力
を
推
進
す

る
。

に
受
け
止
め
、
十
分
な
注
意
を
払
う
。

４
現
在
の
推
計
に
基
づ
け
ば
、
世
界
の
人

口
扶
養
力
は
既
に
そ
の
持
続
可
能
な
限
界

を
超
え
て
い
る
現
状
を
理
解
す
る
。

５
適
切
な
貯
蔵
（
食
料
銀
行
の
よ
う
な
）

や
公
正
な
分
配
シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る
。

６
比
較
優
位
の
原
則
は
食
料
が
過
剰
で
あ

る
社
会
で
お
も
に
有
用
な
原
理
で
あ
り
、
（
人

口
に
対
し
て
）
食
料
が
不
足
し
た
社
会
で

は
比
較
優
位
原
則
は
そ
の
価
格
が
高
騰
す

る
こ
と
で
適
用
で
き
な
く
な
る
。

７
補
助
金
に
よ
る
輸
出
は
食
料
生
産
基
盤

を
破
壊
す
る
の
み
な
ら
ず
環
境
に
も
害
を

与
え
る
た
め
、
様
々
な
形
態
の
補
助
金
に

よ
る
輸
出
を
防
止
す
る
制
度
を
作
る
。
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エンパワーメント、目標達成のカギは…

霧鑿篝i篝鐘iii鑿ii篝： 〆

二
○
○
○
年
九
月
の
国
連
ミ
レ
ニ
ァ
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
は
八
つ
の
開
発
目
標
を
掲
げ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
〃
目
標
③
〃

で
躯
っ
て
い
る
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
は
か
り
、
男
女
間
の
平
等
を
促
進
す
る
」

と
い
う
視
点
こ
そ
、
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
’
三
月
六
月
鬮
際
女
性
の
日
を
記

念
し
て
国
連
大
学
で
開
か
れ
た
く
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
〉
の
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
国

連
各
団
体
）
で
、
二
百
人
の
出
席
者
は
再
確

認
し
た
。

冒
頭
、
コ
フ
ィ
ン
・
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総

長
と
川
口
外
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
、

昨
秋
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）

の
事
務
局
長
に
就
任
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

シ
ン
デ
イ
ン
グ
博
士
が
一
一
月
十
九
日
に
来
日
、

福
田
康
夫
内
閣
官
房
長
官
へ
の
表
敬
訪
問
、

国
会
議
員
と
の
二
つ
の
会
議
を
開
く
な
ど
精

ス
テ
イ
ー
プ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
富
務
局
長
来
日

福
田
官
房
長
官
表
敬
／
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会

第
九
回
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
を
考
え
る
会
を
開
催

元
文
部
大
臣
の
赤
松
良
子
氏
が
「
過
去
十
年

間
の
最
大
の
成
果
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
。
し
か
し
、
本
当
の
問

題
解
決
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の

日
を
〃
女
性
の
日
を
単
純
に
祝
う
日
〃
と
し

て
で
は
な
く
、
〃
女
性
の
闘
争
を
祝
う
日
〃
、

そ
う
い
う
日
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。
続
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
東
京
支
局
代
表
の
堀

内
光
子
さ
ん
を
総
合
司
会
者
に
、
参
議
院
議

員
の
南
野
知
惠
子
さ
ん
、
２
０
５
０
理
事
長

の
北
谷
勝
秀
氏
、
ソ
マ
リ
ア
教
育
省
の
フ
ァ

テ
イ
マ
・
シ
ェ
リ
フ
さ
ん
ら
が
意
見
を
述
べ

た
。力
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
た
。
二
十

一
日
午
前
八
時
か
ら
は
参
議
院
議
員
会
館
で

「
第
九
回
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
を
考
え
る
会
」
を
開
き
関
係
議
員
に
「
家

族
計
画
に
対
す
る
新
た
な
戦
略
」
を
訴
え
た
。

「
家
庭
が
基
礎
で
あ
る
。
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
卜
も
こ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
実

現
す
る
」
（
南
野
議
員
）
、
「
男
性
に
都
合
が
よ

い
問
題
が
、
地
球
規
模
の
問
題
を
起
し
て
い

る
」
（
北
谷
氏
）
、
「
開
発
に
か
か
わ
っ
て
い
る

参
加
者
と
い
う
意
識
が
ほ
し
い
」
（
フ
ァ
テ
ィ

マ
さ
ん
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ア
ピ
ー

ル
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
会
場
を
埋
め
た
女

性
か
ら
各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
エ
イ
ズ
問
題
も

含
め
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
達
成
の
カ
ギ
は
、
〃
目

標
③
〃
を
解
決
す
る
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

と
実
感
し
た
。

こ
れ
に
続
い
て
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た
「
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
」
で
は
、

今
後
と
も
日
本
の
理
解
と
協
力
が
い
か
に
必

要
で
あ
る
か
を
訴
え
た
。

三三
＝戸Ｉ
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首相官邸で

福田官房長官と
Ⅲ
若
者

現
在
、
世
界
人
口
六
十
億
人
の
う
ち
、
十

歳
か
ら
二
十
四
歳
人
口
が
十
七
億
人
を
占
め
、

人
類
史
上
最
大
の
若
者
層
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
若
者
が
、
無
知
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
る
無
防
備
な
性
行
動
に
よ
っ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
含
む
性
行
為
感
染
症
へ
の
罹
患
、

望
ま
な
い
妊
娠
、
そ
の
結
果
生
じ
る
中
絶
へ

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
予

防
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
し
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
を
使
っ
て
若
者
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ヘ
の
理
解
を
深
め
、
責
任

あ
る
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
－
Ｄ
Ｓ

二
○
○
一
年
度
ま
で
に
約
四
千
万
人
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

シ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
務
局
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
実
施
や
現
状
、
今
後
の
展
望
を
踏
ま

え
て
新
た
な
優
先
課
題
と
し
て
次
の
五
つ
の

項
目
を
挙
げ
た
。

◇
「
第
九
回
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
ィ
ブ
人
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
を
考
え
る
会
」

③
安
全
で
な
い

人
エ
妊
娠
中
絶

家
族
計
画
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
が
十
分
で
は
な
い
結
果
、

不
幸
に
し
て
、
安
全
で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶

が
毎
年
一
一
千
万
件
行
わ
れ
て
お
り
、
四
人
に

一
人
は
十
五
歳
か
ら
十
九
歳
の
少
女
で
、
そ

の
う
ち
毎
日
一
一
百
人
の
女
性
が
亡
く
な
っ
て

い
る
。
も
し
中
絶
が
合
法
と
認
め
ら
れ
て
い

る
国
で
あ
れ
ば
、
そ
の
妊
娠
中
絶
が
安
全
に

行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
、
各
国
の

状
況
も
考
慮
に
入
れ
支
援
す
る
。

お
り
、
一
一
○
○
一
一
年
に
は
一
分
間
に
十
人
の

割
合
で
新
た
な
感
染
者
が
発
生
し
て
い
る
。

特
に
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染
の
猛
威
は
甚
だ
し

く
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
強

力
な
指
導
的
立
場
で
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
に
力

を
い
れ
て
い
る
。
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リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
を
考
え
る
会
で
、
女
性
議
員
と

側
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
拡
大

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
家

族
計
画
に
関
す
る
情
報
を
、
世
界
中
の
人
々

に
広
め
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
に
対
す
る
啓
発

に
努
め
る
。
今
後
、
さ
ら
に
増
大
・
多
様
化

す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
需
要

に
応
え
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
家
族
計

画
運
動
を
推
進
す
る
。

日
啓
発
活
動

過
去
五
十
年
間
に
達
成
し
た
数
々
の
成
果

を
永
続
さ
せ
、
今
後
も
質
の
高
い
、
効
率
的

な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
重
要
性

と
そ
の
実
現
可
能
な
政
策
と
資
金
の
必
要
性

を
政
府
、
国
際
機
関
等
に
広
く
呼
び
か
け
る
。

◇
「
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
」

こ
れ
ら
五
つ
を
優
先
課
題
と
し
、
実
行
し

て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
も
日
本
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ

シ
ン
デ
イ
ン
グ
事
務
局
長
は
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
途
上
国
の
妊
娠
中
絶

Ｆ
の
協
力
関
係
が
必
須
で
あ
る
と
強
く
述
べ

た
。
二
○
○
○
年
か
ら
は
日
本
信
託
基
金
に

よ
り
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防

の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
画
期
的
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ｖ
（
海
外
青
年
協
力
隊
）
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
ア

フ
リ
カ
各
国
事
務
所
と
の
現
地
に
お
け
る
共

同
活
動
を
進
め
て
い
く
と
述
べ
た
。

●
会
議
に
参
加
し
て
卵

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
特
質
を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
信
頼
を
得
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
よ

う
な
機
関
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の

活
動
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

一
人
々
が
偏
っ
た
強
い
圧
力
を
感
じ
る
こ
と

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
形
で
リ
プ
ロ

ー
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
改
善
と
普
及
が

一
進
み
、
社
会
の
幸
福
と
発
展
へ
向
け
て
前

一
一
進
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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を
支
援
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
資
金
拠
出
を
停
止
し
て

い
る
。
日
本
の
拠
出
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
を

維
持
す
る
生
命
線
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
．
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
日
本
国

拠
出
金
の
同
額
維
持
が
日
本
国
の
国
会
議
員
、

特
に
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
員
の
努

力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
支
援
に
対
し
て
深
く
感
謝
す

る
と
述
べ
た
。

続
い
て
同
局
長
は
「
ア
メ
リ
カ
が
資
金
拠

合同部会

出
停
止
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
人
工
妊

娠
中
絶
に
関
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
立
場
を
説
明

し
、
〃
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
促
進
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
逆
で
あ
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
家
族
計
画
の
普
及
に
最

大
の
努
力
を
注
い
で
い
る
。
し
か
し
、
望
ま

な
い
妊
娠
を
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
女
性
の

選
択
権
は
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

望
ま
な
い
妊
娠
に
よ
る
不
幸
を
避
け
る
た

め
に
も
、
ま
ず
家
族
計
画
の
普
及
が
何
よ
り

重
要
で
、
他
に
選
択
肢
の
な
い
場
合
に
、
医

師
や
十
分
な
医
学
的
訓
練
を
受
け
た
医
療
従

事
者
に
よ
る
適
切
な
処
置
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス

の
普
及
、
と
く
に
必
要
な
と
き
に
必
要
な
家

族
計
画
の
資
材
と
方
法
が
誰
で
も
入
手
で
き

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
立

場
を
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
バ
チ
カ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
保

守
的
な
グ
ル
ー
プ
が
一
九
九
四
年
に
カ
イ
ロ

で
採
択
さ
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計

画
を
無
効
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、

人
口
問
題
に
か
な
り
の
逆
風
が
吹
い
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
二
○
○
○
年
に
開
催
さ
れ

●
質
疑
応
答

そ
の
後
、
広
中
和
歌
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
会

長
か
ら
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る

質
問
に
答
え
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
を
日
本
政
府
の
信
託
基
金

た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
は
持
続
可

能
な
開
発
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
ミ
レ

ニ
ァ
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
採
択
さ
れ

た
が
、
そ
の
中
で
人
口
問
題
は
既
に
中
心
的

な
位
置
付
け
を
失
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
世
界
の
若
者
の
人
口
は
歴
史
上
最
大

と
な
り
、
そ
の
人
口
に
対
す
る
対
策
が
今
後

の
人
口
問
題
の
趨
勢
を
決
定
す
る
。
こ
れ
ま

で
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
実
施
し
て
き
た
よ
う
な
既
婚

者
に
対
す
る
家
族
計
画
の
指
導
と
異
な
り
、

社
会
的
に
も
倫
理
的
に
も
難
し
い
問
題
を
孕

ん
で
い
る
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
現
場
で
培
っ
た

経
験
が
活
用
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
現
在
、
人
口
問
題
を
含
む
社
会
開
発
の

分
野
で
国
際
社
会
の
合
意
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
達
成

す
る
た
め
に
カ
イ
ロ
の
合
意
は
不
可
欠
で
あ

り
、
行
動
計
画
の
実
施
が
そ
の
基
盤
と
な
る
、

と
行
動
計
画
の
重
要
性
を
改
め
て
訴
え
た
。
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を
通
じ
て
実
施
し
て
お
り
、
大
変
感
謝
し

て
い
る
。
た
だ
世
界
的
に
み
て
、
現
在
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
は
治
療
に
偏
っ

て
い
る
。
も
っ
と
重
要
な
の
は
予
防
で
あ

る
。
治
療
の
議
論
ば
か
り
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
を
十
分
に
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
感
染
率
で
み
れ
ば
サ
ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
カ
地
域
の
感
染
率
は
非
常
に
大

き
い
が
、
新
規
感
染
者
の
増
加
と
い
う
点

か
ら
言
え
ば
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
が

深
刻
な
状
態
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
し
て
も
サ

ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
地
域
、
南
ア
ジ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
重
点
地
域
と
考
え
て

い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
を
も
っ

と
効
率
的
に
行
う
た
め
に
も
、
日
本
を
は

じ
め
と
す
る
ド
ナ
ー
国
が
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

や
エ
イ
ズ
基
金
な
ど
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
対
策
を
行
っ
て
い
る
国
際
機
関
に
対
し
、

予
防
を
そ
の
活
動
の
中
心
と
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
と
述

べ
た
。こ
の
意
見
に
対
し
て
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
幹
事
長
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
治
療

薬
を
途
上
国
の
感
染
者
の
た
め
に
安
価
に

生
産
す
る
と
い
う
問
題
は
知
的
所
有
権
の

し

問
題
も
あ
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
中
で
も
非

常
に
難
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
く

に
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
が

反
対
し
て
お
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
治

療
薬
普
及
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
知
的

所
有
権
の
問
題
や
、
開
発
費
用
な
ど
の
問

題
も
理
解
で
き
る
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
治
療
薬
の
問
題
は
人
道
上
の
問
題
で
も

あ
り
、
公
的
な
開
発
費
用
の
支
援
な
ど
の

方
法
を
考
え
る
こ
と
で
、
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

冬
号
に
掲
載
の
「
中
国
一
人
っ
子
政

策
継
続
の
新
局
面
」
若
林
敬
子
教
授
の

記
事
見
出
し
並
び
に
本
文
中
、
次
の
誤

字
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

２ １３４６ ５ お
詫
び
と
訂
正

弱
頁
見
出
し

著
者
名
の
岩
林
↓
若
林

弱
頁
最
下
段
・
後
ろ
か
ら
三
行
目

男
子
産
齢
↓
生
産
年
齢

的
頁
最
上
段
・
後
ろ
か
ら
五
行
目

昨
暮
↓
二
○
ｏ
一
年

“
頁
最
下
段
二
行
目

来
年
↓
’
一
○
○
三
年

“
頁
最
下
段
・
八
行
目

八
月
二
十
五
六
↓
八
月
二
十
五
日

閉
頁
最
下
段
・
後
ろ
か
ら
四
行
目

着
実
↓
着
陸

4０

出席(本人） 出席(代理）

1 清水嘉与子 中ノI’昭一.

２ 円より子 佐藤謙一郎

３ 田嶋陽子 櫻田義孝

４ 広中和歌子 大渕絹子

５

黒岩宇洋 谷Ｔｈ雄

６ 南野知惠子 武山ゆり子

７ 太田豊秋 椎名_保

８ 谷津義男 関谷勝嗣

９ 桜井新 中川義雄



にゆ－すふお－らむ

総
務
省
が
七
日
、
成
人
の
日
（
十
三

日
）
を
前
に
発
表
し
た
二
○
○
三
年
の

新
成
人
の
推
計
人
口
二
日
現
在
）
に

よ
る
と
、
こ
の
一
年
で
新
た
に
二
十
歳

と
な
っ
た
の
は
前
年
と
同
じ
約
百
五
十

二
万
人
だ
っ
た
。
ひ
の
え
う
ま
の
年
（
六

六
年
）
に
生
ま
れ
た
人
が
成
人
と
な
っ

た
一
九
八
七
年
に
次
い
で
少
な
い
。

男
女
別
に
見
る
と
、
男
性
が
約
七
十

七
万
人
、
女
性
が
約
七
十
四
万
人
。
総

人
口
一
億
二
千
七
百
三
十
八
万
人
に
占

函

新成人

152万人
に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

87年に次ぐ少数

秋
田
県
は
、
第
一
子
の
○
歳
児
に
か

か
る
保
育
料
を
全
額
負
担
す
る
少
子
化

対
策
を
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
針
を

固
め
た
。
出
生
率
が
七
年
連
続
で
全
国

股
下
位
の
同
県
は
中
小
企
業
勤
務
者
が

多
く
、
若
い
親
に
は
乳
児
養
育
費
の
負

担
が
重
い
う
え
に
、
延
長
保
育
料
も
負

担
に
な
っ
て
い
る
。
同
対
策
は
、
所
得

●
安
心
し
て
出
産
を

め
る
割
合
は

た
。

函
秋
田
で
保
育
料
タ
ダ

ー
第
一
子
の
○
歳
児
Ｉ

九
％
に
と
ど
ま
つ

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
｜
｜
・
｜
・
八
）

制
限
を
設
け
ず
全
員
が
対
象
。
新
年
度

当
初
予
算
案
に
盛
り
込
み
、
二
月
十
日

開
会
の
定
例
県
議
会
に
提
案
す
る
。
厚

生
労
働
省
に
よ
る
と
、
第
一
子
に
つ
い

て
全
額
負
担
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
い

と
い
う
。

［
銭
場
裕
司
］

●
新
成
人
一
五
二
万
人
…
…
…
…
刺

●
秋
田
で
保
育
料
が
ダ
ダ
…
…
…
帆

失
業
率
斫
％
最
悪
に
並
ぶ
…
…
…
胆

●
三
人
欲
し
い
が
二
人
ま
で
・
・
…
・
佃

もくじ

○
歳
児
の
保
育
料
は
所
得
に
応
じ
て

異
な
る
が
、
平
均
世
帯
で
月
額
四
万
四

千
五
百
円
に
も
な
る
。
全
額
負
担
に
よ

る
助
成
対
象
は
、
約
八
百
人
で
、
総
額

は
約
二
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
県
と

市
町
村
で
折
半
す
る
。

同
県
は
九
一
年
か
ら
第
三
子
以
降
の

保
育
料
を
全
額
免
除
す
る
支
援
を
し
て

き
た
が
、
少
子
化
に
歯
止
め
は
か
か
っ

て
い
な
か
っ
た
。
同
県
で
は
「
第
一
子

が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
第
二
、
三
子
に
結

び
付
か
な
い
。
ま
ず
は
第
一
子
を
安
心

し
て
産
ん
で
も
ら
え
る
環
境
を
作
ろ
う
」

と
支
援
拡
充
を
検
討
し
て
い
た
。

同
県
の
○
一
年
の
出
生
率
（
人
口
千

人
当
た
り
の
出
生
数
）
は
七
・
五
人
（
全

国
平
均
九
・
三
人
）
で
、
全
国
最
下
位
。

年
間
出
生
数
は
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
四
七

年
の
四
万
七
千
八
百
三
十
八
人
か
ら
、

○
一
年
に
は
八
千
八
百
七
十
四
人
と
約

五
分
の
一
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

第
三
子
以
降
の
保
育
料
を
減
免
す
る

自
治
体
は
あ
る
が
、
対
象
者
が
多
く
な

る
第
一
子
を
都
道
府
県
が
全
額
負
担
す

●
出
生
率
最
下
位

返
上
狙
い

４１



る
制
度
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は
「
聞
い

た
こ
と
は
な
い
」
と
話
す
。

四
カ
月
児
を
は
じ
め
三
人
の
子
供
を

持
つ
秋
田
市
の
看
護
師
，
加
藤
禎
子
さ

ん
（
三
十
六
）
は
「
○
歳
児
が
い
て
休

暇
を
取
れ
な
い
友
人
た
ち
は
延
長
料
を

含
め
月
五
万
円
以
上
負
担
し
て
い
る
。

秋
田
で
は
休
暇
を
と
り
づ
ら
い
職
場
も

多
く
、
○
歳
児
支
援
は
子
育
て
と
仕
事

が
両
立
で
き
る
と
喜
ぶ
母
親
が
多
い
と

総
務
省
が
二
十
八
日
午
前
発
表
し
た

労
働
力
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
一
月
の

完
全
失
業
率
（
季
節
調
整
値
）
は
昨
年

十
二
月
よ
り
○
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
五
・
五
％
と
な
り
、
過
去
最
悪
だ
っ

た
昨
年
十
月
に
並
ん
だ
。
完
全
失
業
者

数
も
前
年
同
月
比
十
三
万
人
増
の
三
百

五
十
七
万
人
と
な
り
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
が
続
い
て
い
る
。

労
働
力
調
査
は
毎
年
一
月
時
点
で
、

季
節
調
整
値
の
改
定
を
行
う
。
再
計
算

に
よ
り
嗣
昨
年
十
一
一
月
に
五
・
五
％
だ
っ

た
失
業
率
は
五
・
三
％
に
引
き
下
げ
ら

雇國

失
業
率
五
・
五
％
最
悪
に
並
ぶ

一
月
失
業
者
前
年
比
十
三
万
人
増

思
う
」
と
話
し
た
。

同
省
保
育
課
は
「
乳
児
だ
と
手
間
が

か
か
り
コ
ス
ト
も
か
か
る
。
思
い
切
っ

た
財
源
捻
出
を
で
き
な
い
自
治
体
が
多

い
中
、
実
現
す
れ
ば
利
用
者
に
と
っ
て

す
ば
ら
し
い
制
度
に
な
る
」
（
保
育
課
）

と
評
価
し
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞
二
○
○
三
・
｜
・
’
’
四
１

夕
刊
）

れ
た
。
こ
の
一
年
間
の
失
業
率
は
五
・

二
～
五
・
五
％
の
間
で
上
下
し
て
い
る
。

男
女
別
で
は
、
女
性
が
昨
年
十
二
月

よ
り
○
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
の
五
・
五
％

で
過
去
最
悪
と
な
り
、
失
業
率
を
押
し

上
げ
る
要
因
と
な
っ
た
。
男
性
も
五
・

六
％
で
○
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

完
全
失
業
者
も
、
男
性
が
前
年
同
月
比

で
三
万
人
増
の
二
百
十
三
万
人
だ
っ
た

の
に
対
し
、
女
性
は
十
万
人
増
の
百
四

十
四
万
人
だ
っ
た
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
が
同
日
午
前
発

表
し
た
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）

は
、
前
月
を
○
・
○
一
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
○
・
六
○
倍
で
、
五
カ
月
連
続
で
改

有
効
求
人
倍
率
は
５
カ
月
連
続
改
善

善
し
た
。
○
・
六
倍
台
に
乗
っ
た
の
は

十
九
カ
月
ぶ
り
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
一
｜
｜
・
二
・
二
八
Ⅱ

夕
刊
）

4２
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》
都
道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
丼
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
匝
良
Ⅲ
取
根
山
鳥
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄
》

一噸糀青岩宮秋山福茨栃群埼千束神新富石福山長岐静愛一一一滋京大兵奈和鳥島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖》

人
」
三
八
・
五
％
．
「
四
人
」
五
・
○
％
未
婚
女
性
に
限
れ
ば
「
楽
し
い
と
感
じ

四
三
人
欲
し
い
が

の
順
だ
っ
た
。
一
方
で
、
「
現
実
に
持
て
る
こ
と
が
多
い
」
と
思
う
人
は
一
一
七
・

る
子
供
の
数
」
は
三
人
」
四
五
・
五
％
、
九
％
に
と
ど
ま
り
、
『
楽
し
い
と
つ
ら
い

子
供
一
一
人
と
｛
で

「
三
人
」
二
六
・
五
％
、
「
一
人
」
七
・
が
同
じ
く
ら
い
」
一
一
一
五
・
五
％
よ
り
下

一
一
％
だ
っ
た
。
「
現
実
に
持
て
る
子
供
の
回
っ
た
。

「
子
供
は
三
人
が
理
想
だ
が
、
現
実
に
と
思
う
人
は
三
割
足
ら
ず
と
、
少
子
化
数
」
の
平
均
数
を
年
齢
別
に
見
る
と
、
「
子
育
て
を
つ
ら
い
」
と
感
じ
る
人
に

埜
人
ま
で
」
ｌ
内
閣
府
が
八
脚
に
傾
向
を
は
っ
き
り
裏
付
け
て
い
る
．
一
千
歳
代
で
男
〒
九
六
人
女
了
理
由
を
聞
く
と
「
子
供
の
葉
の
教
育

発
表
し
た
「
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
は
昨
年
十
二
月
、
全
国
の
二
十
九
二
人
と
男
女
と
も
に
「
一
一
人
」
を
下
に
金
が
か
か
る
」
五
一
・
六
％
、
「
自
分

調
査
」
で
二
人
に
一
人
が
こ
う
考
え
歳
以
上
の
男
女
一
万
人
を
対
象
に
実
施
回
っ
た
。

て
い
る
こ
と
が
蝋
ら
か
に
な
っ
た
．
年
さ
札
回
収
率
は
重
初
め
て
子
寶
「
子
育
て
は
楽
し
い
か
、
つ
ら
い
か
」
八
％
ｌ
な
ど
が
上
位
を
占
め
た
・

代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
「
現
実
に
持
て
る
て
に
関
す
る
意
識
調
査
も
行
っ
た
。
と
い
う
質
問
で
は
「
楽
し
い
と
感
じ
る
（
読
売
新
聞
一
一
○
○
’
一
一
・
’
一
一
・
九
）

子
供
の
数
」
は
少
な
く
な
り
、
未
婚
女
「
理
想
の
子
供
の
数
」
に
つ
い
て
は
「
一
一
一
こ
と
の
方
が
多
い
」
と
考
え
る
人
が
五

性
の
中
で
「
子
育
て
が
楽
し
そ
う
だ
」
人
」
が
四
五
・
二
％
で
一
番
多
く
‐
「
一
一
一
・
一
％
と
半
数
を
超
え
た
。
た
だ
、

総
務
省
は
二
十
八
日
、
労
働
力
調
査

に
合
わ
せ
、
昨
年
一
年
間
の
都
道
府
県

三
十
六
都
道
府
県
で
失
業
率
が
悪
化

別
の
完
全
失
業
率
を
公
表
し
た
。
最
も

高
か
っ
た
の
は
沖
縄
県
の
八
・
三
％
。 霞議

一
番
低
い
島
根
県
の
三
・
五
％
と
は
四
・

八
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
が
あ
っ
た
。
前
年

と
の
対
比
で
は
、
二
十
六
都
道
府
県
で

失
業
率
が
悪
化
し
た
。

悪
化
の
幅
は
宮
崎
県
の
二
ポ
イ
ン
ト

増
が
最
大
だ
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
’
一
一
・
二
・
一
一
八
ｌ

夕
刊
）
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人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
ｎ
の
大
半
塵
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
溌
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩
む
地

域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
福
祉
費
の
増

大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

…
ご
入
会
の
お
願
い
…

麹懸囮81昌’6劃｡鴎一
画別譲緬顛一、
鐵川一一一

劉云ｉ嵜製

してＬけでW蝿趣;ムョ･=･
己がM自ら緬冒⑬蔚晁・￣《:二

､露鍔`,鳳亀蝋駛：…鰹
・人回酋，'5Ｕ

[猟Ｐｂ回蝋

Ｅｏ

ＦＡＭｌＩ．iヱヨ繼屡

,禦Al鑿}１畳識鵬鶴
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東南アジア諸国等人ｎ.開発些礎調査報告苫

一インド個一

Rep(〕｢tonlheBasicSurvey〔)fPopulatiq)nmIudDevelopmem

inSoulheastA鷺ianCoumries

-India-

ワ
ー⑤

昭和58年度

1．中蕪人氏共和l罫人口・家族計画騏礎調査報告灘

BasicSuIrverv（〕llPopulationandFamilyPlannimgilllhe

People'sRepubliccfChiI1a（英語版）

生育率和生活水平共系中'二1合作凋査研究ｷli佇僧

（'１１国語版）

3．［１１華人民共和国人口・家族計画第二次蕊礎調査報告識

BasicSurvev(Ⅱ)ｏｌｌＰ〔)pulaIionandFaI11iIvPlanninginllle

People'sRepublicolChina

生育翠和生活水平矢系第二次中l｣合作ＩＭＩ盃研究樅I｢二|§

（中国語版）

昭和59年度

]・アジア渚国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

インド国一

Reporlol1tIIeSurvevofRuralPOlPulalionaIldAgriculluIaI

DeveI〔)pmentinAsianCOumriGs

lndia-（英諦版）

４．ネパール王国人口・家族,汁画基礎調査

BasicSurveyReporlonPopulalionandFamilyPlannilXgin

UleKingdonU()fNepaI（英語版）

５．１｣本の人ロ都市化と開発

UrballizationalxlDevelopmentinJapall（英語版）

６．バンークの人。都市化と生活環境・編ｉ[ＭＩＩ査

一データ編一

Survev()IUrbanizaIi〔、,LivingEnvironmen【andWelra】reiI1

Bal1gkok-Daln-（英語版）

２．東南アジア諸掴等人口・'刑発｣M÷礎調査報告

一タイlT1-

ReporIontheBasicSL1rｖｃｙｏｆＩ,cpulatioluandDeveIopmenl
inSouIllea息tAsiallC〔〕untries

ThaiIand-

７．スライド

Ⅲ本の都市化と人、（日本語版）

UrbanizationandPopulationinJapaｎ（英語版）

日本的城ili化17人１－１（中IIJ語1旗）

UrbanisasiDankependudlIkanDileI〕a'唱

（インドネシア語版）

3．’1本の人、転換と農村開発

DemographicTrallsili【)ninJapal1andRuralDevGIopmenl
（英語版）

４．SlIweVofFerIiliIyandLivingSlandaldsinChincseRural

AreaH-Dala-AlIll】ehouseh(〕ldsofIwovilIagesinJilin

Pr()vincesurveyedbyqueglionnaj｢eｓ（英語版）

共干中同次材的人口生育率与生活水平的j1M査扱呰

一スイ干吉林省iHIi介村遊行全ﾉｺﾞ面縦澗査的鑑果一

＝雛汁鋼一（中同語版）

昭和61年度

1．アジア諸国の農村人口と農奨１%1発にllllするi;１Ｍ査報簡書

一インドネシア陸｝

RepoITonlheSurveyoIRuralPopulalionandAgriculluml

DevelopnlenIinAsialxQ)uI1Iries

llldomcsia（英語版）

５．スライド日本の農業．雌村柵発と人、

‐その軌跡 （ｎ本語版）

AgricuItuml＆Rura]DevelopmeI1tandPOpulalioniIlJapan
（英語版）

「1本衣'1k次材的没展和人１ｺ的推移（''１国緬版）

PerkelllbanganPertanian、MasVaraka『ＤｅｓａＤａｎＩ（ePen-

dudukHmDiJepaJ1g（インドネシア謁版）

（以上４力1J1版スライドは」=I水産業教育スライＦコン

クールにて優秀街を受憐しました」

２．東南アジア諸囮等人Iか|孵発基礎洲査報告Ｔｌト

ーインド大シアli1-

ReporIonlheBa8sicＳｕｗｅｖｏｌｌ〕(〕pu1a1iollamdDcvelopmEI1tヴ

ｉｌ]ＳoutlleastAsiaIlCounlries

‐Indoncsia（英語版）

３．在日留学生のｸﾞﾃ:習と生活条件に隅ける研究

一人酌能力|;'１発のＩｉｌＲ題に即して－

昭和60年度

1．アジア諸国の磯村人口と農業|翻発に鵬する,i1M盃報告i雌

タイ同一

Reporlo】lthcSurveyK)IRuraIl〕opulationandAgricuI1uml

［〕evelopnlenlinAsianCoullIrieg

TllailandK英語版）

４．，本の労lfiMJ人1ｺとＩ)１１発

LaborForccandDevelopmcntinJapaJ1（其i濡版）

５．人口と開発関連統計集

DemoHrapIlicandSocio-Ec〔)nomicIIl〔Iical(〕｢&onIjopulati()Ｘ１

ｎｌｌｄＤ〔weIopmenI（英語版）
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６．スライドＨ本の瀧業発肢と人｢ｌ

その１)i(､i｣)力,電気一（l｣本舗版）

ｌl1dustrialDevelopmelXtandPopulationinJapaID

-TIleprimeM()vcr-EIeclricilv-（英語版）

｝］本的門ik父l[pL1j人i二１

－其原jthﾉﾉｰ拠冗（ｉｌ１ｌ]1濡版）

PembangunanIIuduslridalukepeI]dudukan〔liJepang

PenggemkUtama-TengaLislrik-

（インドネシア,沼版）

DevelopmentinAsianCouI1lrieH

-Nepal【英語版）

2．東南アジア調IIJ等人ｌＬＩ淵発基礎調査撒告苫

一中離人氏共和lI1-

Repol･ｔｏｎＵｌｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｌＰ(〕puIaIi〔)ｎａｎｄＤｅｖｅｌ叩InCnI

inSoulheasIAsianCounIries

-ChiI1aK英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告71群

タイ''１－ 胃大バール王１１４人口・家族計両第二吹柴礎調査イ．,

ColnplemenlaryBasicSurveyReporlonPopulationand

FaIIlilvPlanx】illginlhekmgdomofKepal`1．「1本の人LIと家族

PopuIationandIheFamilyinJapal】（英謡版）

昭和62年度

１．アジア諸lIilの農村人｢1と農業開発に洲する調査iliH告諜

’'１華人氏共和国一

Repor1(】、lbeSuweyofRuralPopulaIionandAgricultural

、凸'elopmcnti11AsianCouI11ries

-Ｃｌ】iI1a-（英語版）

5．アジアの人'二I転換と開発一統計集－

，(ｊｍ()grapllicTmnsitionandDevclopmenlinAsianCollllIries

-Overviewal1dSIalislicalTables-

（英語版）

６．スライド

Ⅲ本の人、と家族（、本譜版）

FamilvalldP()pulalioninJmpan-Asi3nExperienＣｅ

（英語版）

｜÷１本鋤人口Ｉｿﾞ家庭（'１１|副海賊）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア詔版）

2．東南アジア緒1葺等人ｎ.陥発襲礎調盃報告書

１'塗人氏共Fに届一

Repol()nIheBasicSurvevofI〕opL11aliolUalIdDevel〔】plnelll

iI1S(〕uIlleasIA罰ianCountris

-Cllina-（英語版）

７．へルー｣郡Ⅱ国人1｣家族訓画Jil鳫礎iiMi査

３．アジア渚|画からの労働力流出に閲する調査研究報併苔

フィリピン同

平成元年度

４．１１本の人口と農糞ljLl誌

PopulalioI〕andAgIiclllIur31DcvelopmelltiI1Japan

（英語版）

1．アジア諸国の股村人ロと没薬開発にlHlするi）１１杏報ｆｌ型ド

ーバングラデシュlT1

RepoTI()nlheSLlrvevDfRu｢ａｌｌ〕opulaIionandAg｢icuiIural

DevelopllleIlt-Ban恩ladesh-（英語版）
５．ネパールの人ｎ.洲発・環境

Ｐ〔】I〕ulali〔)n．DevelopmentandEnvirolxmeminNepal

（英諜駁）

２．東南アジア謝I｝(1幕人口・llM発埜礎調査鵜(1誰

一ネパール河一

ReporlonlheBasicSurvevolP(〕pLllalionandDevel〔)pllleIll

inSouIheaslAsianCounlries

-Nepal-（英謡版）

６．スライド

１１本の人、移lIihと経済花鵬（司本語版）

TheMigmloly〕vlovemenlandEcollomicDovelopmelItilX

Jap趣’（英語版）

Ⅱ本的人1-1稗云ｌｊりま群1挺展（'1ｺ国語版）

Perpin〔Ｍ】allPUndudukDanPerkemban鷲anI2konomiDi

JepaI1g（インドネシア譜版）

３．アジア[謝脚からの労働力流'11にllUする調在穀ｆＬｆｉ１ｌＦ

－マンーシア国一

４．’１本の人口憐造変動とi1M発

一蔚除化のアジア的視点一

S1ruclumIChalugeinI>opulalionan〔I[〕evel〔】pmelll

-Japall1sExperienceiIlAgiI1g（英語版）

7．トルコ'１１人【｡家族計i4ii韮礎i搬査

昭和63年度

I･アジア1諸国の磯村人１Jと農業洲発に'4IするiiM登報告禅

ネパール国一

Rel)Cl･Ｉ〔)ntI1cSulveyDfRumIPopuIatiDlwmdAgricullural

５．スライド

高齢化社会への１１本の挑戦

一生きがいのある老後をｄ指して（１１本iiIi版）

AgiIIgillJal〕an-ChalIen深ｓａｌ１ｄｌ)lD5pecls
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－フィリピン国一

RepoItontheBasicSurvevofPopulationandDevelopmeI1t
inSouUleastAsianCountries

-Pbilippines-（英語版）

(英語版）

辺人高齢化社会的日本正面噛挑`Ｌｉｆ－追求具生命意又
的老年生涯一（中国語版）

TamanganMasyarakatLanjutusiaJepang

(インドネシア語版）

（本作品は、1990年嚇日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一中華人民共和国一

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmemandPopulationmJapan

-TrendsandProspeclsinthel990s-（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

SlmlegicMeasuresfbrtheA画iculmralDevelopment

-CompamtiveSmJIdiesonFiveAsianCountries-(英語

版）

５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulationinJapan（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang
（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告醤

一フィリピン国一

ReporlontheSurveyofRuralPopulationandAgricullural

Development-Philippines-（英語版）
６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版） ２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告轡

一バングラデシュ国一

ReportontheBasicSulveyoIPopulationandDevelopment
inSoutheaslAsianCountrleS

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgricullural

Developmen１－ｺVIalaysia-（英語版）

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告書

一インドネシア国一

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ベトナム国一

ReportontheBasicSurvevofPopulationandDevelopment
inSoutheastAsianCountri2g

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population,DevelopmentandEnvimnmenlinJapan

-AsianExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment,PopuIationandDevelopmeminJapa、（英
語版）

日本的坏境・人口・汗友（中国語版）

Lingkungan･PendudukdanPembangunanJepang（イン
ドネシア語版）

（本作品は、1991年剛日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionalldPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明日に生きる－日本の産業輯換と人ロー(日本語版）

LivingforTomorrow－IndustrialTransiUonandPopula-
UoninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的声北緯換与人口一（中国語版）

HidupUntukHariEsok-Pe[nliI1anStrukturlnduugIri

DanPopulasiDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

ProspectsofUrbanizationinAsia（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカ国一

ReportontheSurveyRum］PopulationandAgriculturaI

DevelopInent-SriLanka-（英語版）
平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

一ベトナム国一 ２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告蕃
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ReporlontheSurveyofRuralPopulationandAgricuhuml

DeveIopment-VietNam-（英語版）平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一パキスタン国一

ReportolltheBasjcSurveyonAgriculturalandRuralDe-

velopmembyPro罫essStageinAsianCountries

-Paki勤翻、－（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一スリランカ－

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDevelopment

mSoutheastAsianCounIries

-SriLanka-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告薔

一ネパール国一

ReportontheSurvevofUrbanizationandDevdopmemin

AsianCounlrieｓ－Ｎｅｐａｌ－（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告番一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStralegyofAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopmem-

（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一インド国一

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpowermentofWomeninAsia（英語版） ５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

（日本語版）

WomenandKheirChallenges-Impmvementsinthe

StatusofWomenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑哉一女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TantanganKaumWanita-EmansjpasiWanitadan

PDPUlaSiJePang-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABnghlofGenderEquality-EmpowerｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎ

ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目彊之路一今日亜洲女性一（中国語版）

HamanCerahbagiPersamaan-KaumWanilaAsian

MerambahJalan-（インドネシア語版）

平成８年度
平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

番一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgncultu画ｌａｎｄRuTalDe-

velopmembyProgfessStageinAsianCountlies

-LaoPeopIe,sDemocralicRepublic-（英語版）

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

雷一インド国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculIuralandRuralDe‐

velopmembyProgressStageinAsianCountIdes

-TnHin-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheSurvevofUrbanizationandDevelopmenlin

AsianCCuntries-Philippines-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportontheSuIveyolUrbanizationandDevelopmentin

AsianCountries-ThaUand-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告響一ベトナム国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス国一

4．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women0sLabolfPanicipalionandEconomicDevelopmemin

Asia-Stralegytoward21Century-（英語版）

４．２１世紀の人口・食樹戦略一アジアと世界一

PopulaIionandFoodStrategyfbr21stcemury

-AsiaandWorld-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChallengeandDecisionIorlheYear2025

-PopulationlncreaseandFbodmAsia-（英語版）

向着2025年的央断一正洲的人口増量和粗食一

（中国語版）

TekadUntukTahun2025-PertalnbahanPopulasidan

５．スライド・ビデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfbrtheWomanofAsia（英語版）

Ⅶ洲妃女的新厨程（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）
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PeringatandariBumi-MasaDepanAsia-AirdanPan‐

gan-（インドネシア語版）
PangandiAsia-（インドネシア語版）

平成９年度
平成11年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

聾一ラオス人民民主共和国一

RepolTontheBasicSurveyonAgricu１，噸landRuraI

DeveIOpmentbyProglessSlageinAsianCountries

-LaoPeoplelsDemocraticRepublic-

1．アジア諸国の発展段階別農業･農村開発基礎調査報告書

一モンゴル国一中央県､セレンゲ県を中心として－

RoportonlheBasicSurveyonAgTiculIuraIandRura］

DevelopmentbyP[CgP｢essStageinAsianCountries

-Mongolia-FOcusonTovandSelenge-Aiman９－

２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDevelopmentandHumanDevelopmentinAsia２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告番

一中国一上海を中心に

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖｏｆＡｇｉｎｇａｎdHeallhillAsian

CounInes-China-PbcusonShanghaj-
３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一マレーシア国一

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告響一バングラデシュ人民共和国一
4．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WaterCrisisintheTwentyFirstCentu[y

-ProspectofAsianPopulationandDevelopment-平成12年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

響一ミャンマー連邦一

RepoltonIheBasicSurveyonAgriculturaIandRuralDc‐

vclopmentbyProgmssStageinAsianCountries

-Mvanmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WaterisAlive-PopulationandWaterResources-

（英語版）

水是有生命的人口与水臆源一（中国語版）

AirituHidup-PendukdanSumderAjr-（インドネ

シア語版）２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告譜

一タイ国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａlthmAsian

Countries-Th3iIHmd- 平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

謀一カンボジア国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRuralDe-

velopmenlbyProgressStagemAsianCountries

-Cambodia-

３．アジア諸国の職業安定制度と唾用政策に閲する調査研

究報告書一カンボジア国－

平成13年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

一カザフスタン国一

RepolmnSurveyofA趣icullumlandRuralDevelopmentbased

onPopulationissues-TbeRepublicofKazakhstan

2．アジア諸国の衛齢化と保健の実態調査報告書

一大韓民国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨealtbinAsian

Countries-TheRepublｉｃｏｆＫｏｒｅａ－

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一マレーシア国一

ReportontheSurveyofUrbanizalionandDevelopmentm

AsianCounRries-Malaysia-

３．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一イラン国一

４．発展の制約一中国・インドを中心に－

ConsKrainsonDeveIoplnenI-FocusonChiI1aandlndia--

３．アジア諸国の職業安定制度と履用政策に関する調査研

究報告識一インド国一一 ５．スライド・ビデオ

地球からの轡告一アジア、水と食料の未来一

ＡWarningfromtheEarlh-TheFutureofAsia､Water

andFood-（英語版）

来自地球的警告一亜洲、水和糠食的未来一（中国
語版）

平成14年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告諜

一ウズベキスタン国一一
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ReportonSurveyofAgricJturalandRuralDeveIopmemtbased

onPopuIationlssues-TheRepublicofUzbekistan-(英
語版）

１．『国際人ロ開発会臓行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動計画の要旨。同文響関連の出版物としては本邦初｡）

2．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一ベトナム国一

（日本語版）

2．『国際人ロ開発蟻員会艤、麟事録』1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人ロ開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議員会議である国際人ロ開発議

員会議の議事録。同会議には117カ国約300名の国会議

員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された｡）

３．国通人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に関する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献も併載｡）

４．『国際人ロ・社会開発蟻員会繊(lMPPSD)蟻事録』1996

年（和文）

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議員会議議事録」

５．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人口会鱗２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』.1996年(和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人ロ開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が､その推移を概観し､分析した｡）

６．ToshioKuroda,ResourceSeries2iiFromBucha

帽sttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopuIa-

ticnConferences-00,1996（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

７．『国際女性・人ロ・開発繊員会麟』、国際女性・人ロ・

開発鰻員会識UMPGPD)臓事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ､１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人口・開発議員

会議(IMPGPD)の議平録｡同会議には第４回世界女性会

議に対する各政府代表を中心とする国会議員が参加し

た｡）

8．ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアユグエン・テイ・

タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国連人口基金との共同研究された．「人

口増加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ
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球は水の惑星といわれるが飲料や農業用に安定して使

用できる水の総量は地球上の水の0.000008％に過ぎな

い。この水の総錘は、有史以来変わっておらず、人ｎ

が増加する分だけ、－人当たり使用できる水の麓はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが十分に

認識されていない。人口増力Ⅱを支えている地球の限界

が目の前に迫っていることに警告を発している｡）《日
本語版版権取得）

た、人口と食搬安全保障に関するAFPPD（人口と開発

に閲するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・ティ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

9.『国際食料安全保障・人ロ・開発醗員会麟(IMPFSPD)臘
事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関iFAO)主催の世界食料サミット

（WFS)にあわせ、1996年11月にスイス．ジュネーブで

開催された国際食料安全保障・人口・開発議員会議

（nPFSPD)の議事録｡同会議の成果は､世界食料サミッ

トで公式に配布され.またＷＴＯルジェーロ事務局長に

も桜井新・会議議長から手渡された｡）

15．国運人ロ基金「人類のための環境」1998年（和文）

（内容：国連人口基金出版物EnvimnmentforPeople
の日本語版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け，相関関係を重視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、
手段を探っている｡）

10．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容；国連人口基金出版物FoodfbrtheFumreのロ

本語版。人口増加の抑制と食料確保を行うために、女

性の参加が不可欠であることをさまざまな具体例から
解きほぐしている｡）

16．リソース・シリーズBParliamenta『ians，Activitieson

PcpulaticnandDevelopment-HistolyofParliamen-

tarians'ActMtiesanditOsFindings-1999年（英文、
－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「|劃際人口開発会議評価のための【Ｆ１会議員フォー

ラム(ＴＰ１のために準備された出版物である｡この出版

物は1994年の国際人口開発会議以降の人口と開発に関

するアジア議員フォーラム(AFPPD1を始めとしアメ

リカ地域人口・開発国会議員グループ(IAPGlアフリ

カ・アラブ地域人口開発議員フォーラム(FAAPPD)､ヨー

ロッパ地域の国会議員活動の成果である宣言文と、各

議連の活動史を纏めた世界で初めての出版物である。

国会議員活動の地球規模での広がりをも象徴している。

11．国連食糧農業機機(FAO)『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』､1997年(和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文書の日本翻訳の

決定版として高い評価を受けた｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfmmICPPD-国

際人ロ開発職員会蟻から５年一人ロと開発に関する国

会繊員会騒宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する国際議員会議、地域議

員会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資
料とした｡）

17．国際人ロ開発会議評価のための国会蟻員フォーラム(IFP）
報告聾1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)｣の報告番である｡同会議には103カ個からお

よそ210名の国会議員が参加した｡同会議では国際人口

開発会議から５年間の進捗状況とその進展を阻む障害

について熱心な討議が行われ，人口と持続可能な開発

を一貫した視点で扱う事を強く求めた「国際人口開発

会議評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された。この内容は会議事務総長を務めた桜井

新AFPPD議長の手によって､ハーグの国際フォーラム

ならびに３月にニューヨークで開催された準備会議の
場でも発表された。

13．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsiaJ
1998年（和文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に関するアジ

ア国会議員代表者会議」で呼びかけを行い．各国の人

口政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。

各国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、
類例を見ない｡）

14．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』1998年（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたSandm

PosleI箸、WOrldwalchPaperl32

Dividing1hewaters:FoodSecurity,EcosystemHealthand

theNCwPoIiticsofScarcityの邦訳｡今後人類社会に大き

な制約を与えるのが、淡水資源の不足である。増え続

ける人口を支えるための農業生産もまた淡水涜源の逼

迫によって大きくilili約を受けると考えられている。地

18．第21回国連特別総会特別委員会報告替「付録」

国運人ロ開発会麟行動計画のさらなる実施に向けた主
な行動1999年

1999年６月30日～７月２日にかけて、ニューヨークの

国連本部で開催されたｒ国際人口開発会議から５年評

価のための国連人口特別総会報告書」日本語版。｜司会
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識では、国際人ロ開発会議(ICPD)から５年を経て、そ

の進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予想以上の蔓延など、

時代の変化をとり入れ、行動計画を実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行動などを

国連加盟国が国連総会の場で協議し確認した。

23．国連人口基金「人口問題ブリーフィングキット2000年

版」２００１年

人口問題は、“数,，の問題ではなく､生活している"人々”

の問題として捉え、現在の人口問題の様々な課題と問

題への取り組みを概観し、カイロの行動計画実行の意

味を概説した。

19．人口と開発に関するアジア鵬員フォーラム第６回大会2000年

世界最初の人口とljM発に関する議員フォーラムである

「人口と開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

一度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず．世界レベルでも人口と開発に関する国会議員活勤

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設者の佐藤隆・元農水大臣と．桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告書(日

本語版)。同大会では1000年期最後の大会として.２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・開発問題に

関する国会議員の活動方針を協議し、その成果は「新

潟宣言Ｊにまとめられた。

24．「興四海野春風－２０年の歩み－」

本協会設立20周年を記念して作成された出版物であり、

記念式典で配布した。小泉純一郎・内閣総理大臣はじ

め本協会を所管する蝉生労働、外務、農林水産の各大

臣、コフィー・アナン･P国連事務総長他から祝辞およ

び本協会の活動史を中心に、調査研究や出版物の一覧

と人口と開発に関わる国際会議宣言文などをまとめた。

25,国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフインゲキツト2001年

度版』2002年

UNFPA,mPopuIationlssuesBriefingKit2001',の翻訳｡2000

年のミレニアムサミットで採択されたミレニアム開発

目標の中に人口問題を位置付け､新たなUNFPAの人口

問題への取り組みを示し，人口分野における様々な課

題とその問題の現状と取り組みを概観した。 20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年

IPPF（国際家族計画連盟）が作成した'ＩＰＰＦ／iwaIawo

repmductiverightS2000,ウォールチャートの日本語版。
世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお順に編集を加え、読者の便を図ってい

る。また、各国の国名表記は外務省の表記に準拠した

正規名称を用いている。

26．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来

一』

ＡPDA§U立201割年を記念して開催された公開フォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは、日本が世界に誇

る各分野の権威者から、宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで、様々な視点から人口問題を概

観し、なぜ人口問題が人類の将来にとって決定的に重

要なのかを論じた。人口問題の意味を様々な視点から

論じた類書はほとんどなく、好評をもって迎えられた。 21．女性のエンパワーメントに向けて2000年

UNFPAのWorkingtoEmpowerWomen,UNFPA1sExpe-

rienceinlmpIementinglheBeijmgPlatfbmofActionの日

本語版。“女性のエンパワーメン卜鯛は国際人ロ開発会

議(ICPD)行動計画において人口問題の解決を果たす上
での重要なカギとなる概念として位置付けられた。ま

た、中国北京で開催された第４回世界女性会議では中

心的な概念となった。第４回世界女性会議から５年を

踏まえ，人口女性問題に共通する女性のエンパワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活動を具体的に紹介し

ている。

27.ＭPopulationlssues-TheConditicnsofHumanSurviv-

aIandfutureofourSocietyio

リソースNO2７『人口問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版。

22．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2000年

度版』2001年

UNFPA,『IPopulationlssuesBqriefingKit2000Ⅱの蔀訳｡人

口問題は“数”の問題ではなく、生きて生活している

“人々”の問題であるという視点から、現在の人口分野

における様々な課題とその問題への取り組みを概観し

たもので、カイロの行動計画実施の意味を説明してい

る。
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労
働
力
移

動
部
長
が
来
日
し
た
の
を
機
に
、
国
連
大
学
で
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
。
同
氏
と
日
本
の
政
労
使
三
者
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
に
お
け
る
国
際
労
働
力
移
動
に
関
す
る
課
題
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
う
。
石
橋
武
之
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
次
長

が
出
席
。

２
月
７
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
常
任
委
員
会
会
議
が
バ
ン
コ
ク
で

・
８
日
開
催
。

桜
井
新
・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
食
料
安
全
保
障
常
任
委
員
長
、
松
岡
利

勝
（
衆
・
自
）
、
金
田
英
行
（
衆
・
自
）
、
柏
村
武
昭
（
参
・
自
）
、

椎
名
－
保
（
参
・
自
）
、
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務

局
長
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
が
参

加
。

２
月
９
日
第
十
九
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

～
ｕ
日
議
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
）
準
備
の
た
め
、
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常

務
理
事
、
楠
本
修
同
事
務
局
長
補
佐
が
ベ
ト
ナ
ム
国
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
、
ハ
ロ
ン
市
、
ハ
ノ
イ
市
を
訪
問
。
グ
エ
ン
・
テ
イ
・
タ

ン
Ｖ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
前
会
長
お
よ
び
グ
エ
ン
・
テ
イ
・
ホ
ア
イ
・
ト
ウ

Ｖ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
会
長
と
会
議
開
催
に
つ
い
て
協
議
。
会
場
を
視
察
。

２
月
四
日
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
と
中
村

百
合
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
・
日
本
信
託
基
金
担
当
官
が
来
所
。

広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長

補
佐
、
木
村
亮
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
員
と
業
務
打
ち
合
わ
せ
。

２
月
加
日
農
林
水
産
省
法
人
検
査
。
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事

務
局
長
、
石
橋
武
之
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
次
長
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
事
務
局
長
補
佐
、
大
沢
春
美
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
経
理
課
長
、
遠
藤
正

昭
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
業
務
課
長
が
立
ち
会
う
。

●
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
中
村

百
合
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
・
日
本
信
託
基
金
担
当
官
、
近
泰
男

ジ
ョ
イ
セ
フ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
石
井
澄
江
事
務
局
次
長
、

広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
木
村
亮
子
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
国
際
課
員
と
首
相
官
邸
へ
福
田
康
夫
内
閣
官
房
長
官
を
表

敬
訪
問
。

２
月
ｎ
日
第
九
回
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
を
考
え
る
会

が
午
前
八
時
に
参
議
院
・
特
別
会
議
室
で
行
わ
れ
、
ス
テ
イ
ー

ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
講
演
。
木
村
亮

子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
員
が
出
席
。

テ
ー
マ
皿
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
今
後
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
と
日
本

と
の
協
力

●
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
合
同
部
会
が
午
後
二
時
に
参
議
院
・

第
三
会
議
室
で
行
わ
れ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
講
演
。
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
、

石
橋
武
之
同
事
務
局
次
長
、
楠
本
修
同
事
務
局
長
補
佐
、
遠
藤

正
昭
同
業
務
課
長
、
木
村
亮
子
同
国
際
課
員
が
出
席
。

●
シ
ュ
ウ
国
連
人
口
基
金
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
が
池
上
清
子
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
と
来
所
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
業
務

打
ち
合
わ
せ
。

３
月
６
日
国
際
女
性
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
、
国
連
各
団
体
が
「
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
」
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く
。

３
月
７
日
第
三
回
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
主
催
「
水
等
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
対
話
」
に
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
が
参
加
。

３
月
酪
日
農
林
水
産
省
事
業
検
査
。
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事

務
局
長
、
石
橋
武
之
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
次
長
，
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

事
務
局
長
補
佐
、
大
沢
春
美
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
経
理
課
長
が
立
ち
会
う
。
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◇
「
東
京
が
田
舎
の
よ
う
に
見
え
た
」
ｌ

昨
年
暮
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
の
中
国
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
か
ら
帰
国
直
後
の
感

想
で
あ
る
。
堂
々
た
る
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
上
海
、
北
京
の
変
貌
ぶ
り

は
目
を
み
は
る
ば
か
り
だ
。
二
十
一
世
紀
は
中
国
の
時
代
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。

少
人
数
の
国
会
議
員
を
主
体
と
し
た
ツ
ア
ー
で
、
実
質
五
日
間
と
い
う
限

ら
れ
た
日
程
だ
け
に
、
地
方
に
足
を
の
ば
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
っ

た
。

◇
上
海
の
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
ね
た
と
き
、
立
派
さ
に
〃
羨
望
〃
す
ら
覚
え
た
。

人
口
十
三
億
人
の
巨
人
、
中
国
で
最
大
の
都
市
の
こ
と
だ
か
ら
こ
の
程
度

の
施
設
が
一
一
つ
や
三
つ
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
辺
境
の
老
人
施

設
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
上
海
の
場
合
、
建
設
資
金
は

政
府
、
華
僑
の
寄
付
金
に
よ
る
と
い
う
。

◇
躍
進
、
中
国
で
気
に
な
る
の
は
国
営
の
金
融
機
関
だ
。
中
国
人
は
世
界
で

も
屈
指
の
貯
金
好
き
で
、
収
入
の
平
均
四
○
％
位
を
銀
行
に
、
預
け
る
と

い
う
。
九
九
年
度
に
国
営
の
中
国
銀
行
は
じ
め
地
方
に
あ
る
四
万
一
一
千
の

農
村
信
用
合
作
社
な
ど
へ
の
預
金
高
は
七
千
一
一
百
九
億
ド
ル
。
そ
の
融
資

先
は
国
有
企
業
と
中
央
政
府
の
関
係
筋
に
限
ら
れ
る
と
い
う
が
、
国
有
企

業
は
軒
並
み
赤
字
で
返
済
状
況
は
極
め
て
悪
い
。

「
中
国
の
金
融
問
題
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
世
界
最
大
の
問
題
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
ｌ
沈
没
寸
前
の
日
本
経
済
の
中
に
あ
っ
て
そ
ん
な
思

い
が
頭
を
か
す
め
た
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

表紙の写真説明

<事故が起きないものだな－と感心す

るが、何らかのルールがあるらしく、特

に困った様子もない。現在のベトナムの

活気を象徴するような風景である。

ハノイの出勤風景

ベトナムのオフィースアワーは午前７時

30分から午後３時30分。時差が２時間ある

ので日本とほぼ同時刻に出勤することにな

る。出勤時刻のベトナムの朝はバイクや自

転車、車が入り乱れ、一見無秩序なほど一

気に目的に向かっていく。車線無視は当た

り前、対向車線へも平気で入っていく。よ
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｢農｣と「 紐共生 づ世 ＜ りの■￣

ロロ？

h盆

Ｂ咀卍

みんな｢農｣でつながっている。
つくる人がいて､食べる人がいる。

みんな｢腱｣を中心に支えあっています。

安心･安全な食料供給と､農業と社会のよりよい関係づくりを

JＡグループはさまざまな収組みを行っています。
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